
Taketa Public Relations

4
2020  No.181



34年の歴史に幕
地域とともに歩んだ宮城台小

　1986（昭和61）年に宮城小学校と志土知小学校が統合し開校した宮城台小学校。

当時133人いた児童数は過疎化や少子化等の影響により年々減少していました。

　昨年春に閉校の方針が示され、３月31日、多くの人に惜しまれながら34年の歴史に

幕を下ろしました。

↑あいさつを述べる閉校記念事業
実行委員会の甲斐重秋委員長

「ありがとう」の気持ちを込め、歌を披露する12人の児童たち

↑お世話になった地域の人たちに感謝の気持ち
を表そうと、体験学習の成果を精一杯披露す
る児童たち

い
つ
ま
で
も
心
の
中
に

　
２
月
23
日
に
執
り
行
わ
れ
た
閉
校

記
念
式
典
に
は
、
児
童
や
卒
業
生
、

保
護
者
、
地
区
住
民
な
ど
約
２
０
０

人
が
出
席
。
閉
校
記
念
事
業
実
行
委

員
会
の
甲
斐
重
秋
実
行
委
員
長
が

「
子
ど
も
の
元
気
な
姿
が
見
ら
れ
な

く
な
る
と
思
う
と
一
抹
の
寂
し
さ
を

感
じ
る
。
今
後
も
こ
の
校
舎
が
地
区

民
の
集
う
場
で
あ
り
続
け
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
伊
藤
貴
久
生
校

長
は
「
数
多
く
の
体
験
と
人
と
の
出

会
い
を
通
し
、
郷
土
の
す
ば
ら
し

さ
、
人
の
温
か
さ
や
優
し
さ
を
肌
で

感
じ
た
児
童
た
ち
。
平
成
24
年
に
開

設
さ
れ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
『
宮

城
台
ワ
ル
が
ね
ク
ラ
ブ
』
で
は
多
く

の
地
域
の
方
が
見
守
り
隊
と
し
て
登

録
し
、
活
動
し
て
く
れ
た
。
宮
城
台

小
が
皆
さ
ん
の
心
の
中
で
い
つ
ま

で
も
輝
き
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
、
志
水
秀
幸
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
温
か
い
目

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
児
童
12
人
は
「
郷
土
学
」
で
学
ん

だ
故
郷
の
歴
史
文
化
、
紫
草
の
根
を

使
っ
た
紫
根
染
め
体
験
や
ピ
オ
ー
ネ

の
収
穫
体
験
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
の
成
果
を
ス
ラ
イ
ド
や
劇
で
披

露
。
食
彩
ま
つ
り
で
は
ピ
オ
ー
ネ
大

福
や
イ
モ
春
巻
き
を
作
っ
た
こ
と
な

ど
を
発
表
し
、「
宮
城
に
生
ま
れ
た

こ
と
、
宮
城
台
小
で
過
ご
し
た
こ
と

を
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
学
校
が
な

く
な
っ
て
も
宮
城
の
す
ば
ら
し
さ
を

未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
」
と

述
べ
、
合
唱
曲
「
ぜ
ん
ぶ
忘
れ
な
い
」

「
い
の
ち
の
歌
」
を
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
歌
い
ま
し
た
。

 

古
澤
さ
ん
が
エ
ー
ル

　
ま
た
、
１
９
９
５
年
度
（
第
10
回
）

の
卒
業
生
で
、
東
京
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
古
澤
剛
さ
ん
（
36
歳
）
が
母

校
に
凱
旋
し
、Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
に
も

な
っ
た
自
身
の
楽
曲
４
曲
を
熱
唱
。

宮
城
小
学
校

明
治
５
年
　
坂
田
学
校
創
立

明
治
12
年
　
阿
鹿
野
学
校
創
立

明
治
20
年
　
刈
小
野
尋
常
小
学
校
に

改
称

明
治
34
年
　
宮
城
尋
常
小
学
校
と
な

る

昭
和
18
年
　
宮
城
国
民
学
校
に
改
称

昭
和
29
年
　
竹
田
市
立
宮
城
小
学
校

に
改
称

昭
和
61
年
　
学
校
統
合
に
よ
り
閉
校

志
土
知
小
学
校

明
治
６
年
　
志
土
知
小
学
校
創
立

明
治
20
年
　
志
土
知
尋
常
小
学
校
に

改
称

昭
和
18
年
　
宮
城
村
立
宮
城
国
民
小

学
校
志
土
知
分
校
と
な

る

昭
和
29
年
　
竹
田
市
立
志
土
知
小
学

校
に
改
称

昭
和
61
年
　
学
校
統
合
に
よ
り
閉
校

宮
城
台
小
学
校

昭
和
61
年
　
宮
城
小
学
校
と
志
土
知

小
学
校
が
合
併
し
開

校
、
プ
ー
ル
完
成

昭
和
63
年
　
体
育
館
完
成

平
成
８
年
　
開
校
10
周
年
記
念
事
業

学
校
の
沿
革
（
一
部
抜
粋
）

ひ
で
ゆ
き

し
げ 

あ
き

き
　
く
　
お

た
け
し
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4月号

今月の目次　Lineup今月の目次　Lineup

↑古澤剛さんが歌に思いを込め、
児童たちにエールを送りました

↑会場となった体育館には閉校を惜しむ地域の人
や保護者など多くの人が詰めかけました

↑校旗を吉野英勝教育長に返還する伊藤貴久生校長と
児童会長の志水花帆さん

↑校舎の正面玄関では宮城台小の歴史や校歌が刻まれ
た記念碑の除幕が行われました

年
　
開

周
年
記
念
事
業

平
成
12
年
　
２
０
０
０
年
記
念
植
樹

平
成
21
年
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
開

始

平
成
24
年
　
体
育
館
屋
根
全
面
改

修
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
「
宮
城
台
ワ
ル
が
ね

ク
ラ
ブ
」
開
設

平
成
29
年
　
開
校
30
周
年
記
念
式
典

平
成
30
年
　
大
分
県
へ
き
地
小
規
模

教
育
研
究
大
会

　
　
　
　
　
大
分
合
同
新
聞
「
福
祉

優
秀
校
」
受
賞

「
歌
う
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た
の

は
小
学
校
時
代
の
恩
師
」
と
在
校
時

を
振
り
返
り
、
校
歌
を
児
童
や
来
場

者
と
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

　
古
澤
さ
ん
は
「
宮
城
台
で
過
ご
し

た
日
々
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
夢
に

向
か
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ

さ
い
」
と
、
児
童
た
ち
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　
校
舎
の
正
面
玄
関
で
は
、
宮
城
台

小
の
歴
史
や
校
歌
が
刻
ま
れ
た
記
念

碑
の
除
幕
が
児
童
や
関
係
者
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、
来
場
者
に
お
披
露
目
さ

れ
ま
し
た
。

 
閉
校
を
惜
し
む
声

　
宮
城
温
泉
出
会
い
の
湯
を
運
営
す

る
宮
城
温
泉
管
理
組
合
の
菅
惠
次
組

合
長
（
古
園
）
は
「
出
会
い
の
湯
で

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
高
齢
者
と
児

童
た
ち
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

た
。
今
後
そ
う
い
っ
た
交
流
が
少
な

く
な
る
の
が
心
配
」、
竹
田
市
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
「
し
ら
ゆ
り
会
」

の
宮
城
地
区
会
員
、
佐
藤
双
美
さ
ん

（
志
土
知
）
と
仲
村
孝
子
さ
ん
（
上

川
床
）
は
「
食
彩
ま
つ
り
や
し
だ
れ

桜
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
ま
た

料
理
教
室
で
は
、
10
数
年
に
わ
た
っ

て
児
童
た
ち
と
一
緒
に
料
理
を
作
っ

て
き
た
。
地
域
に
溶
け
込
ん
だ
学
校

が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
」
と
閉
校

を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 

　
34
年
、
３
１
０
人
の
思
い
出
が
色

濃
く
つ
ま
っ
た
学
び
舎
。
し
だ
れ
桜

の
咲
き
誇
る
宮
城
地
区
を
一
望
す
る

校
舎
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
離
れ
、
在
校

生
７
人
は
竹
田
小
学
校
に
通
学
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と
出
会
い
、

新
た
な
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

34年の歴史に幕

“ありがとう”“さようなら”を歌に込め ほか

たくさんの思い出を胸に ほか

誕生！歴史文化館・城下町交流プラザ ほか

岡城ＡＲガイド『岡城時空散歩』

竹田市城下町交流プラザ～にぎわい生

み出す核に ほか

グランツたけた情報

令和２年度の予算をお知らせします

冥加の訓えを多くの人に ほか

令和２年４月１日より増便になります

新型コロナウイルス感染症に関する情報

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子

育て小児科

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／ふるさと求人情報

たけたんインフォ

スマートフォンで納付ができます！

令和２年度竹田市人事異動

監査公表

監査公表／婚活コラム ほか

高齢者大学の受講生を募集します／

人権シリーズぬくもり／まるごと博物館

図書館に行こう！

市長コラム「有由有縁」

真摯に対応していきます ほか

郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめで

とう ほか

第２期竹田市地方創生TOP総合戦略
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別冊

■題　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

人口のうごき

※令和２年３月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,296  人 　（－ 27 人 ）

男　性　  9,988  人 　（－ 12 人 ）

女　性　11,308  人 　（－ 15 人 ）

世帯数　10,155 世帯 （－  2 世帯）

※表紙のタイトル「ありがとう！宮城台小学校」

は宮城台小学校の児童12人に１文字ずつ書い

てもらいました。「ありがとう！児童の皆さん」

※新型コロナウイルスに関する情報は14
ページ、16ページに掲載しているほか、
竹田市公式ホームページでも随時更新し
ています。

ふ
た  

み

た
か  

こ

え
い  

じ

2020年４月発行3



“ありがとう”“さようなら”を歌に込め ほか

　閉校を記念し、宮城台小学校の

児童らの手紙等が入れられたタイ

ムカプセルが３月16日、伊藤貴久

生校長から大分県玉来ダム建設事

務所の桑原和生次長へ手渡されま

した。

　似顔絵や写真、20年後の自分に

宛てた手紙などをカプセルの中に

入れた児童たち。夢はプロ野球選

手と話す菅維吹くん（４年）は「20

年後に選手になっていればいいなと書いた。お母さんから、20年

後のぼくに宛てて書いてくれた手紙も一緒に入れた。みんなで開

けるのが楽しみ」と笑顔を見せていました。

　このタイムカプセルは令和４年度の玉来ダム完成までに、ダム

堤体左岸の管理事務所建設予定地に埋設され、2040年に児童た

ちの手で開封される予定です。

↑落成を喜ぶ自治会員の皆さん

　
竹
田
市
川
床
の
上
川
床
自
治

会
（
足
立
康
隆
会
長
）
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
３

月
７
日
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
過
去
幾
度
と
な
く
玉
来
川
の

氾
濫
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
同

地
区
で
は
旧
公
民
館
も
被
災
。
避

難
場
所
と
し
て
適
さ
ず
、
築
約
60

年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
、
建
設
中
の
玉
来

ダ
ム
に
近
接
す
る
場
所
へ
の
移

転
、
新
築
を
決
め
た
も
の
で
す
。

　
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
木
造
平
屋
建
て
で
、
延
床

面
積
は
約
82
平
方
メ
ー
ト
ル
。
事

業
費
は
１
５
６
６
万
円
で
、
そ
の

う
ち
９
３
０
万
円
を
宝
く
じ
の
助

成
金
を
活
用
し
整
備
し
て
い
ま

す
。
足
立
自
治
会
長
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
の
充
実
を
図
り
、
ダ

ム
事
業
の
視
察
や
研
修
の
受
け

入
れ
施
設
と
し
て
も
利
用
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

活性化に新集会所

〝
あ
り
が
と
う
〞〝
さ
よ
う
な
ら
〞
を
歌
に
込
め

～「最高」な六年間～忘れないおもい ～「最高」な六年間～

20年後の
再会を楽しみに

　
宮
城
台
小
最
後
の
卒
業
生
と
な

る
６
年
生
５
人
が
、
卒
業
記
念
ソ

ン
グ
「
忘
れ
な
い
お
も
い
〜
「
最
高
」

な
六
年
間
〜
」
を
制
作
し
、
３
月

19
日
に
行
わ
れ
た
卒
業
式
で
披
露

し
ま
し
た
。

　
６
年
間
の
思
い
出
を
認
め
た
歌
詞

に
は
学
校
で
の
生
活
、
運
動
会
や
瀧

音
楽
祭
な
ど
の
行
事
を
通
し
て
、
自

分
た
ち
が
成
長
し
て
い
っ
た
姿
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　
長
野
倖
大
く
ん
は
読
書
の
お
気
に

入
り
の
場
所
と
し
て
「
寝
こ
ろ
ん
だ

図
書
室
の
ソ
フ
ァ
」、
三
浦
琉
人
く

ん
は
体
育
で
頑
張
っ
た
証
を
「
汗
の

滲
ん
だ
体
操
服
」
と
表
現
。
佐
竹
真

伍
く
ん
は
５
人
の
仲
間
た
ち
が
集
う

教
室
を
「
笑
顔
と
才
能
に
溢
れ
た
教

室
」
と
歌
詞
に
込
め
ま
し
た
。

　「
親
や
先
生
、
地
域
の
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
歌
で
伝
え
た
い
」
と

志
水
花
帆
さ
ん
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

作
っ
た
音
楽
担
当
講
師
、
原
山
篤
子

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
で
、
児
童
た
ち

は
約
４
分
半
の
歌
を
心
を
込
め
て
歌

い
上
げ
る
と
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
た

先
生
や
保
護
者
か
ら
割
れ
ん
ば
か
り

の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
歌
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
卒
業
記

念
品
と
し
て
受
け
取
っ
た
児
童
た

ち
。
吉
松
大
樹
く
ん
は
「
小
学
校
が

な
く
な
る
の
は
寂
し
い
け
ど
、
み
ん

な
で
作
っ
た
歌
を
聞
い
て
頑
張
り
た

い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

↑感謝の思いを歌に込めて披露する５人の卒業生たち

作詞　2019年度卒業生

作曲　原山　篤子

ぼくたちは忘れない

いつも過ごしたこの場所を

かけがえのない時を過ごした

ボールを追いかけて遊んだ校庭

寝ころんだ図書室のソファ

笑顔と才能に溢れた教室

いつのまにか小さくなったランドセルは

いつもぼくたちの背中を押してくれた

ありがとう　ありがとう

ぼくらはここで出会えたんだ

そしてここから旅立っていく

思い出と希望を胸に

夢に向かって

ぼくたちは忘れない

いつも一緒だった仲間を

絆確かめ合ったあの日々

声を嗄らした運動会

音を紡いだ音楽祭

きつくても走り抜いたマラソン大会

すり減ったシューズ汗の滲んだ体操服は

ぼくたちみんなの努力の証なんだ

さようなら　さようなら

ぼくらは顔を上げ前を向く

そしてここから歩き始める

思い出と希望を胸に

夢に向かって

↑「20年後に集まり、タイムカプセル
を開けよう！」と笑顔で約束を交わ
す児童たち

や
す
た
か

こ
う
だ
い

り
ゅ
う
と

し
た
た

だ
い  
き

か
　
ほ

あ
つ  

こ

ご

し
ん

き    く

お

い ぶき

あふ

か

にじ
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たくさんの思い出を胸に ほか

たくさんの思い出を胸に―

　ぼくの好きな場所は体育館です。外が

雨の時にハンドベースが楽しくて、体育

館で遊ぶのが楽しみでした。

　２番目に好きな場所は「ワルがね」の

砂場です。お宝を埋めたりしたからで

す。

　ぼくの大好きな思い出の場所です。

　お楽しみ会が一番の思い出です。運営

委員会の人たちが考えてくれたゲームを

したり、かき氷を作ったりしました。

　クリスマスの時にはケーキにデコレー

ションをして食べました。サイダーにラ

ムネとフルーツを入れてブクブクさせた

フルーツポンチを作ったのが楽しかった

です。またみんなで作りたいです。

菅　優月くん（２年）
かん ゆ づき

渡部　遥さん（２年）
わたなべ はるか

　一番の思い出は地域の人とした大運

動会です。最後の競技のリレーでは頑

張って勝てたけど、全体では負けてし

まって悔しかったです。

　新しい学校に行っても頑張りたいで

す。

佐竹　聡多くん（３年）
さ たけ そう た

　学校の自慢できるところは、グラウン

ドから見える久住山や教室から見える祖

母山です。北に久住山、南に祖母山が見

える学校は他にはないと思います。閉校

して好きな宮城台から離れるのが嫌で

す。

　竹田小学校では大人数になるので、友

だちをいっぱい作りたいです。

　好きな場所は大きな校庭です。たくさ

んの遊具があり、みんなで山にある木な

どを運んで作った基地もあります。重い

物は協力して持って、最高の基地ができ

ました。そこでお菓子を食べたり、話し

たり、遊んだり、たくさんの思い出がで

きました。

　閉校しても基地はそのまま残っていて

ほしいです。

菅　維吹くん（４年）
かん い ぶき

長野　咲幸さん（４年）
なが の さ ゆき

　大好きな秘密基地でいっぱい遊びま

した。主人公のぼくたちがモンスターを

討伐していくゲーム『ダンジョン』の遊

びで、全校のみんなで遊べて楽しかった

です。

　宮城は自然がたくさんあって、このま

まいたかったけど、閉校するので悲しい

です。

渡邉　教くん（４年）
わたなべ きょう

　見守りのおじちゃんたちや他の学年の

みんなと勉強をしたり、遊ぶことができ

る「ワルがね」が一番好きな場所でした。

学校では他の学年と遊ぶことはできて

も勉強はできないので、ぼくにとって

「ワルがね」は特別な場所でした。

　見守りの方々、今までありがとうござ

いました。

　地域とたくさん交流できることが学校
自慢です。
　特に印象深いのが、ピオーネについて学
び、体験させていただいたことです。毎
年、大塚さんが袋掛けや収穫など、いろい
ろなことを体験させてくださいました。大
塚さんからいただいたピオーネを運動会
の日に食べるのが楽しみでした。
　大塚さんにはこれからも、ピオーネやマ
スカット作りを続けていってほしいです。

長野　倖大くん（６年）
なが の こうだい

三浦　琉人くん（６年）
み うら りゅうと

　学校の自慢は人数が少ないことです。

　一人ひとりが活かされていて、歌を歌

うときはみんなが声を出すし、何をする

のも全員で取り組み、達成感があったか

らです。

　少ないと悪いという人もいるけど、み

んな優しくて良いことのほうが多かった

です。まだこの学校が続いてほしかった

です。

吉松　大樹くん（６年）
よしまつ だい き

　私は４月に転校してきてまだ１年しか経っ
てないけど、思い出はたくさんあります。
　特に一番心に残っているのは夏休みです。
みんなとプールで泳いだり、お弁当を食べ
たり、ゲームをしたり、とっても楽しい１か
月でした。
　この１年でもう小学校が閉校して、この
楽しみが味わえなくなると思うと悲しくな
ります。こんなに楽しい宮城台小学校が大
好きでした。

　鬼ごっこをしたり、サッカーをした

り、全校のみんなとたくさん遊べたこと

が一番の思い出です。

　また、お楽しみ会などを開いて、みん

なで料理を作ったり、遊んだりできて、

本当に楽しかったです。

渡部　心希さん（５年）
わたなべ のここ

佐竹　真伍くん（６年）
さ たけ しん ご

　私の一番好きな場所は教室です。み

んながたくさん笑わせてくれるし、どの

教室からもいつも笑い声が聞こえまし

た。そして、先生たちが楽しい授業をた

くさん用意してくれました。

　教室には私たちの思い出がたくさん

詰まっています。

志水　花帆さん（６年）
し みず か ほ

閉校にあたり、児童の皆さんにそれぞれの想いを寄せていただきました。

※文中の「ワルがね」は放課後児童クラブの愛称です。

伝統芸能用具を
新調しました

　
二
又
自
治
会
で
は
良
好
な
地
域

社
会
の
維
持
の
た
め
、
美
化
活
動

や
敬
老
会
等
の
行
事
を
行
い
、
ま

た
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
伝

統
芸
能
「
二
又
神
楽
」
を
地
区
内

外
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
披
露
し
、
地

域
間
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
19
日
に
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た

で
開
催
さ
れ
た
「
耕
す
里
の
神
楽

研
修
舞
」
で
は
演
目
「
神
使
」
を
披

露
。
宝
く
じ
助
成
金
で
新
調
し
た

神
楽
用
具
が
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
同
自
治
会
で
は
伝
承
芸
能
を

後
世
へ
と
継
承
す
る
た
め
、
継
続

的
な
練
習
を
行
い
、
祭
り
へ
の
参

加
を
は
じ
め
、
お
盆
に
帰
省
さ
れ

る
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
神
楽
舞
を
行
う
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
し
て

お

り
、
こ

れ

ま
で
以
上
に

地
域
が
主
体

と
な
っ
た
活

動
の
広
が
り

が
期
待
さ
れ

ま
す
。

↑「耕す里の神楽研修舞」で神楽を披露

ふ
た
ま
た

か
み
つ
か
い
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城
下
町
に
竹
が
溶
け
込
む
隈
建
築

歴
史
文
化
館
・

城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ

城下町の魅力に触れて「共通パス券」で

↑城下町文化施設共通観覧利用券で６つの公共施設を
利用できます

↑往時の岡城が描かれた「岡城跡年間城主パスポート」。
ぜひご利用ください

年
間
城
主
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行

城
主
気
分
を
味
わ
お
う
♪

　
「
四
季
折
々
の
岡
城
を
写
真
に
収

め
た
い
」「
岡
城
の
石
垣
や
岡
城
か

ら
眺
め
る
風
景
が
好
き
」―

そ
ん
な

皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
、
市

で
は
年
間
城
主
パ
ス
ポ
ー
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
発
行
日
か
ら
１
年
間
い
つ
で
も
ご

入
城
い
た
だ
け
る
こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

の
料
金
は
、
高
校
生
以
上
３
０
０
０

円
、
中
学
生
以
下
１
５
０
０
円
。
岡

城
料
金
所
に
お
い
て
お
求
め
い
た
だ

け
ま
す
。

　
本
年
度
は
購
入
特
典
と
し
て
、
い

ま
大
人
気
の
御
城
印
の
中
で
も
プ
レ

ミ
ア
ム
な
御
城
印
を
１
枚
お
付
け
し

ま
す
。

　
季
節
や
天
気
、
時
間
に
応
じ
た
変

化
を
見
せ
る
岡
城
跡
。
城
主
に
な
っ

た
気
分
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
城
下
町
に
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
た
「
竹
田
市
歴
史
文
化

館
・
由
学
館
」
と
「
竹
田
市
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
」
が
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
新
国
立
競
技
場
を
は
じ
め
、
数
々
の
名
建
築
を
生
み
出
し
て
い
る
世
界
的
建
築
家
・
隈
研

吾
氏
の
設
計
に
よ
る
両
施
設
は
、
竹
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
こ
と
で
「
竹
田
ら
し
さ
」
を
表
現
。

城
下
町
の
景
観
に
溶
け
込
む
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
建
物
で
す
。

開
館 

竹
田
市
歴
史
文
化
館
・

由
学
館

19
4

日

　
竹
ル
ー
バ
ー
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
旧

竹
田
荘
を
つ
な
ぐ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

特
徴
的
な
竹
田
市
歴
史
文
化
館
・
由

学
館
。
４
月
19
日
㈰
に
開
館
す
る
同

施
設
は
、
岡
城
の
ジ
オ
ラ
マ
等
を
設

置
し
た
「
岡
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
」
や
テ
ー
マ
ご
と
に
企
画
展
を

開
催
す
る
「
特
別
展
示
室
ち
く
で
ん

館
」、
そ
し
て
「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

等
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
開
館
記
念
由

学
館
セ
ミ
ナ
ー
「
隈
研
吾
、
竹
田
で

建
築
を
語
る
」（
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
・

午
後
１
時
30
分
開
演
）
を
開
催
し
ま

す
。
隈
氏
に
城
下
町
に
新
た
に
誕
生

し
た
２
つ
の
隈
建
築
（
歴
史
文
化
館

と
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
）
に
か
け
た

想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
講

演
会
終
了
後
に
は
参
加
者
限
定
の
見

学
会
も
あ
り
ま
す
。
入
場
整
理
券

は
、
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
翌
日
20
日
㈪
か
ら
は
一
般
公
開
を

ス
タ
ー
ト
。
開
館
記
念
特
別
展
「
隈

研
吾
の
建
築×

竹
田
の
建
築
」（
〜

６
月
21
日
㈰
、
木
曜
休
館
）
を
開
催

し
、
隈
氏
の
建
築
作
品
の
魅
力
を
写

真
や
模
型
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
20
日
㈪
か
ら
５
月
６
日
㈬

ま
で
を
「
市
民
ウ
ィ
ー
ク
ス
」
と
し

て
、
市
民
に
限
り
観
覧
無
料
と
し
ま

す
。
本
誌
最
終
ペ
ー
ジ
の
「
家
族
無

料
観
覧
券
」
を
切
り
取
り
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
「
建
築
」
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
や
ひ
と
づ

く
り
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
皆

さ
ん
で
考
え
る
機
会
に
し
ま
せ
ん

か
？
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　市ではこれまで、中心市街地の「城下町再生」を掲げ、街並み景

観整備事業や電線類無電柱化事業、図書館や歴史文化館、城下町

交流プラザの整備など、街並みに配慮した城下町らしい環境整備

を行ってきました。

　整備された中心市街地を巡り、その魅力に触れてもらおうと、今

回「城下町文化施設共通観覧利用券」を作成しました。

　この利用券は城下町内にある公共施設の共通パス券で、岡城跡・

歴史文化館・旧竹田荘・佐藤義美記念館・瀧廉太郎記念館・竹田温

泉花水月の６施設を一つの券で利用できます。通常これらの施設

をすべて回ると、市外の方は1900円（小中学生は1050円）の観覧

料が掛かりますが、この共通パス券を購入すると、800円（同500

円）で回ることができます。また、30店舗を超える城下町の協賛

店で、そのお店ならではのサービスを受けることができます。

　利用券は４月20日㈪から発売。上記６施設で取り扱っています。

ぜひ、共通パス券で城下町散策を楽しんでみてはいかがでしょう

か？

た
け
た

た
け
た

誕生！

誕生！歴史文化館・城下町交流プラザ ほか

く
ま
け
ん

ご
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岡城ARガイド
岡城の時代にタイムトラベル！

まちづくり文化財課　☎63-4818 ／竹田市歴史文化館　☎63-2200

　広い城内を回ると、各所に美しい石垣が見られる「国指定史跡岡城跡」。桜や紅葉の季節には多くの人々が訪れる

市内でも有数の観光スポットです。そんな岡城ですが、皆さんこう思ったことはありませんか。

　「岡城って、どんな建物があったんだろう？」

　岡城跡は明治時代の廃城令で建物が壊されたため、現在は石垣などの姿から

過去の姿に思いを馳せなければなりません。また、実際に建物を再建するのは

とても難しいため、今まで江戸時代の岡城については、想像を膨らませるしかあ

りませんでした。

　しかし、時代が進み技術も発展した現代で、最先端の技術を使用して、岡城

の建物を目の当たりにすることができるようになりました。

　今回開発したスマホアプリ『岡城時空散歩』では、AR（拡張現実）やVR（仮

想現実）といった最新技術を用い、歴史資料に基づいてコンピュータで復元した岡城の建物の画像を、岡城の現地で

見ることができます。

　例えば、岡城の正面玄関にあたる「大手門」や、岡城で一番高

い建物であった本丸の「三重櫓」（御三階櫓ともいう。）を、現地

に残された石垣の上に、スマートフォンを通じて実際に復元した

様子を見ることができるようになりました。

　また、『岡城時空散歩』には、音声ガイド

の機能も付いているので、今、実際に自分が

いる場所が岡城でどういう意味を持つ場所

なのか、目の前に復元された建物はどういう

建物なのか、その場で知ることができ、竹田

の伝統工芸品「姫だるま」がオリジナルキャラクターとして岡城の各所を案内してくれます。

　さらに、『岡城時空散歩』は日本語以外にも英語・中国語・韓国語に対応しているので、海外

から訪れた方々にも、岡城の魅力をよりわかりやすく堪能していただけます。

　これに加え、４月19日にオープンする竹田市歴史文化館・由学館では、岡城の地形と石垣を復元した模型に合わせ

る形で、復元した建物の画像がスマートフォンの画面の向こうに現れます。これによって、岡城の現地ではわからない、

それぞれの建物がどこに、どのような形で建っていたのかを、岡城の全体像の中で俯瞰的に見ることができます。

　こういった『岡城時空散歩』とは別に、岡城二の丸

の便益施設（トイレ・休憩所）に『竹田市みどころマッ

プ』を設置します。これは、大きなタッチパネルで市

内の文化財を中心としたみどころ情報を検索できると

いうものです。インスタグラムで皆さんがアップした

みどころについての画像が、他の方にも見ていただけ

るようになっています。これによって、皆さんがおす

すめしたい美しい場所・かっこいい場所・楽しい場所

の紹介ができます。また、他の方がおすすめした場所 

を見て、実際に行ってみるための参考にすることもで

きます。ぜひ岡城で一番好きな景色を紹介してみては

いかがでしょうか。

　『岡城時空散歩』『竹田市みどころマップ』は４月中の公開を目指して取り組んでいます。また、これに合わせて岡

城にWi-Ｆiが設置され、より快適にスマートフォンを使うことができます。

　皆さんも「姫だるま」と一緒に、岡城の時代へ、タイムトラベルしてみませんか？

※掲載した画像は現在制作中のものになります。完成時には修正される部分がありますのでご留意ください。

『岡城時空散歩』

↑復元された「大手門」。実際には現地の石垣の上に合成
されます

↑ガイド役の「姫だるま」

↑『竹田市みどころマップ』の制作中の画面。地図上のみどころをタッチすると
詳しい解説を見ることができます

↑スマートフォンの画面に復元建物が見えます

６・７ページに関する
お問い合わせ

岡城ＡＲガイド『岡城時空散歩』

ふ  かん

2020年４月発行7



に
ぎ
わ
い
生
み
出
す
核
に―

―

竹
田
市
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ

４
1

オープン

水
　
城
下
町
の
空
に
大
き
く
張
り
出
し

た
竹
組
み
の
屋
根
。
ま
ち
の
情
景
に

溶
け
込
む
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
「
竹
田

市
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
」
が
４
月
１

日
㈬
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
同
施
設
は
、
可
動
間
仕
切
り
で
自

由
に
部
屋
の
間
取
り
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
倉
庫

を
完
備
し
た
多
目
的
棟
、
事
務
室
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
、
給
湯
室
、

多
機
能
ト
イ
レ
に
、
バ
ス
の
待
合
所

が
設
置
さ
れ
た
管
理
棟
の
２
つ
か
ら

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
21
台
の
車
両
を
収
容
で
き

る
駐
車
場
は
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
ス

テ
ー
ジ
の
あ
る
広
場
に
早
変
わ
り
。

マ
ル
シ
ェ
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
の
屋
外
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
で
き
ま
す
。

　
施
設
は
市
か
ら
管
理
者
と
し
て
指

定
を
受
け
た
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱

が
管
理
運
営
を
担
い
ま
す
。
４
月
１

日
か
ら
は
施
設
の
見
学
と
予
約
が
で

き
、
施
設
の
利
用
は
４
月
20
日
㈪
か

ら
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
自
治
会
等
の
集
会
や
大
人
数
の
会

議
・
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
、
作
品
を
展
示

す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
屋
外
の
催
し
ま

で
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

「
竹
田
市
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
」。

城
下
町
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る
施
設
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

↑城下町の情景とマッチした竹組みの屋根が印象的な「竹田市城下町交流プラザ」。
屋根の下のステージはテラスとしても利用できる

①最大60名を収容できる多目的ホール
は、中央にある間仕切りで部屋を分ける
ことも可能。スライド式の扉を開けると、
テラスへとつながる開放的な空間に ②
少人数の集会や作品展示に最適のコ
ミュニティルーム ③竹をふんだんに
使った竹田ならではの建築物に。竹組み
の屋根からはあたたかい光が降り注ぐ

↑㊤坂茂氏設計のクアパーク長湯
　㊦塩塚隆生氏設計の市立図書館

②

③ ①

■利用時間・利用料金

利用時間

利用料金

面　　積

備　　考

多目的ホール
9:00 ～ 22:00

最大60名収容

イベント広場コミュニティルーム
9:00 ～ 19:00 要相談

114.8㎡
（8.2m×14.0m）

最大800円
（１時間あたり）

40.13㎡
（4.9m×8.19m）

最大400円
（１時間あたり）

820㎡

最大６円
（１㎡あたり）

■駐車場

21台駐車可能。60分以内無料。60分を超え１時間ごと
100円。24時間500円。

■備え付けの備品・使用料金（金額はすべて１時間あたり）
○音響設備　100円
　ワイヤレスマイク・有線マイク／スピーカー／マイクスタ

ンド
　USB対応CDプレーヤー／サウンドミキサー／プロジェク

ター
○多目的ホール備品（貸室料に含む）
　テーブル（20台）／椅子（60脚）
　スクリーン一体型ホワイトボード（２台）
○屋外用備品   

　折り畳み式テント（１張100円）
　テーブル・椅子・パラソル（貸室料に含む）
○給湯室　100円
　冷蔵庫／電気ケトル／電子レンジ／ IHヒーター
※施設にはフリー Wi-Ｆiを備えています。
■利用申し込み

　利用を希望される方は、竹田市城下町交流プラザ（事務
室）で利用申込書に記入してください。申込受付は午前
９時から午後７時の間とします。

※当面の間、窓口での申し込みのみとします。各部屋を確
認のうえ、お申し込みください。

問竹田市城下町交流プラザ　☎63-0808 ／ FAX 63-0806

　
２
つ
の
隈
建
築
の
誕
生
に
よ
り
、

竹
田
市
は
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
」（
香
山
壽
夫
氏
）、

市
立
図
書
館
（
塩
塚
隆
生
氏
）、
ラ

ム
ネ
温
泉
（
藤
森
照
信
氏
）、
ク
ア

パ
ー
ク
長
湯
（
坂
茂
氏
）
な
ど
、
著

名
な
建
築
家
の
独
創
的
な
作
品
が

立
ち
並
ぶ
「
現
代
建
築
の
ま
ち
」
の

一
面
も
持
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
愛

染
堂
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
も
数

多
く
存
在
す
る
な
ど
、
新
古
の
建
築

物
が
融
合
し
た
魅
力
的
な
ま
ち
と

な
り
ま
す
。

　
４
月
20
日
㈪
か
ら
開
催
す
る
開

館
記
念
特
別
展
「
隈
研
吾
の
建
築×

竹
田
の
建
築
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
建

築
作
品
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
実

際
に
建
築
物
を
見
学
す
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
も
実
施
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
竹
田
市
歴
史
文

化
館
・
由
学
館
（
☎

63-

２
２
０
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
古
の
建
築
物
が
融
合
し
た

魅
力
あ
る
町
並
み
へ
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グランツたけた情報

レクチャーコンサートvol.2
天才？変わり者？

モーツァルトを
聴いてみよう

4
19
日

仙台フィル
出前コンサート

4
20
月

すべての詳細・お申し込みは、グランツたけた（☎63-4837）まで

日時　4月19日㈰ 17:30開場 18:00開演
会場　キナーレ
出演　仙台フィルメンバー

5/9㈯レクチャーコンサートvol.3

山岸博「ホルン名曲のひととき」～ホル

ンの魅力～もチケット発売中！

各回とも一般1500円 高校生以下500円

【グランツ窓口限定】4/19㈰と5/9㈯の２つのコンサートでお得！セット割引

2,500円（全席自由／消費税込／当日200円増／３歳未満入場不可）
※有料託児サービスあり（要事前申込／公演日の１週間前締切）
※セット割販売は４月18日㈯ 19:00まで

日時　4月20日㈪ 11:30開演
会場　パルクラブ敷地内
　　　石窯ダイニングFuu
料金　無料
　　　※500円のワンコインプレートをご用意

日時　6月27日㈯、28日㈰
講師　星乃もと子（シアターマネージ

メントプラン代表）

　市民の発案、企画による事業を公募し、グランツた
けたの自主事業（共催事業）として取り上げ、サポー
トする「グランツたけた“市民企画”応援プロジェクト」。
舞台公演など様々な企画の実現を応援し、市民の皆さ
んに多様な舞台公演に触れる機会を提供していきます。
公募期間（一次募集）　４月１日㈬～８月31日㈪
（2020年度中に実施される事業が対象。年度前半に事
業を実施されたい場合はご相談ください）
※プロジェクトの採用通知は個別に行います。

  2019年度の実績

　昨年度は「隆声群企画まほろうたジョイントコンサー
ト」、「藤原ひろのぶさんのお話会」、「アンデスの風コ
ンサート」の３件を採択！合唱、講演会、南米音楽と
幅広いジャンルの企画提案がありました。

　これまでキナーレの使用料は「１時間あたりの使用料」を設定して
いるだけでしたが、展示会等で２日以上連続して使用する場合の「１
日あたりの使用料」を新たに設定することにしました。これは多くの
市民の皆さんからのご意見ご要望に応え実施するものです。
　写真や絵画・工芸展など、広く文化芸術活動にご利用ください。

　グランツ映画館 “玉洗劇場”『めん

たいぴりり』及び朝来桂一ヴァイオ

リン・リサイタル＆別府アルゲリッチ

音楽祭フィルムコンサートは、新型
コロナウィルス感染拡大防止の観点
から開催を延期します。今後の開催
日程はグランツたけたホームページ
等にてお知らせします。

　申込用紙に必要事項をご記入のうえ、郵送、FAX、または申込書をスキャンしメール
に添付してご提出ください。もしくはグランツたけたまでご持参ください。
※用紙はグランツたけた窓口にてお渡しします。グランツたけたホームページからも

ダウンロードできます。

  みなさんの夢をカタチに！

 グランツたけた

 “市民企画”応援プロジェクト

市民からのご意見・ご要望により、

多目的ホール「キナーレ」の使用料区分を追加しました

　グランツたけたでは、グランツを一緒に盛り上げ
ていただける市民ボランティアスタッフを募集中！
募集活動は次のとおりです。 
①フロントスタッフ：チケット確認、チラシやプロ

グラム配布、客席案内など
②イベントスタッフ：マルシェなど公演の関連イベ

ントの企画、当日運営の補助など
③ステージスタッフ：公演に向けた舞台裏の準備、

作業の補助など活動に応じて、「グランツポイン
ト」を付与！お得に主催公演コンサートなどをご
鑑賞いただけます！

  グランツを一緒に盛り上げよう！

 市民ボランティアスタッフ募集

申 込 方 法

チケット
好評
発売中!

フロントスタッフ研修（座学・実践編）のお知らせ

新型コロナウィルスに係る
イベント延期のお知らせ

申請書の配布はグランツたけたホームページ（http://www.taketa-city.com/glanz/）またはグランツたけた（☎63-4837）まで

（     　  　   ）
市民企画・ボラ

ンティアともに

１日につき  7,000円
１日につき14,000円

入場料を徴収しないとき
入場料を徴収するとき

展示会等で２日以上
連続して使用するとき

仙台フィルの生演奏を楽しもう！

2020年４月発行9



一般会計予算総額 205億7,288万円
  令和２年度の予算をお知らせします

　竹田市議会第１回定例会で、令和２年度の予算が議決されました。

　歴史・文化の継承と、安心・安全な生活を守るまちづくりの推進、過疎・少子高齢化対策の推進、地域資源を活

かした産業振興の推進、公共施設の長寿命化と総量削減の推進など６つの基本方針に基づき予算編成を行いました。

■ 歳出（目的別）

議 会 費 1億9,103万円 議員報酬など議会の運営に要する経費

土 木 費 11億3,141万円 道路や河川、市営住宅の整備などに要する経費

総 務 費 31億4,135万円 職員や各種委員の人件費など管理事務に要する経費

消 防 費 6億9,769万円 消防団の運営費などの消防活動に要する経費

民 生 費 51億4,857万円 医療費の助成など社会福祉向上に要する経費

教 育 費 13億5,482万円 学校施設の整備や文化・スポーツ振興などに要する経費

衛 生 費 10億4,083万円 保健活動やごみ・し尿処理などに要する経費

災害復旧費 1億6,424万円 農地・市道・河川などの災害復旧に要する経費

労 働 費 1,227万円 雇用対策などに要する経費

公 債 費 19億2,572万円 市が借り入れたお金の返済金に要する経費

農林水産業費 53億7,143万円 ほ場整備など農業や林業の振興に要する経費

予 備 費 2,000万円

商 工 費 3億7,352万円 商工・観光の振興などに要する経費

人件費
34億8,903万円
17.0％

市税
20億1,989万円
9.8％

繰入金
20億256万円
9.7％

分担金及び負担金
2億965万円
1.0％

使用料及び手数料
4億4,884万円
2.2％

財産収入等
6億9,092万円
3.4％

地方交付税
71億円
34.5％

国庫支出金
18億9,073万円
9.2％

県支出金
20億4,421万円
9.9％

市債
32億7,240万円
15.9％

地方譲与税
3億1,912万円
1.6％

地方消費税交付金
5億1,728万円
2.5％

自主財源
26.1％

依存財源
73.9％

その他依存財源
5,728万円
0.3％

扶助費
26億5,520万円
12.9％

公債費
19億2,572万円
9.3％

普通建設事業費
46億232万円
22.4％

災害復旧事業費
1億6,372万円
0.8％

物件費
37億3,827万円
18.2％

維持補修費
1億7,734万円
0.9％

補助費等
17億8,032万円
8.6％

繰出金
18億1,322万円
8.8％

積立金
2億774万円
1.0％

予備費
2,000万円
0.1％

義務的経費
39.2％

投資的経費
23.2％

その他経費
37.6％

歳 出 歳 入

18年度17年度

70.464.7 68.4 65.9 69.4
85.3 91.8 88.6 96.3 98.6 99.3 95.5

238.0232.0
226.9

215.4

人億円

300

250

500

400

職員数
（定員管理計画）

基金残高
（普通会計）

市債残高
（普通会計）

300

200

100

0

200

150

100

50

0

225.7
213.3

202.2
185.9

177.5
166.9

155.8

147.0

147.9
160.7 165.7

352
348348 346

362378390
410421429

市債（借金）と基金（貯金）および職員数の推移

435
460

477
495

516522

86.4 83.5
75.8

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

（見込）

　令和２年度一般会計当初予算は、供用を開始

した大蘇ダムや用水路等の維持管理に係る国営

大野川上流土地改良事業負担金、コミュニティ

交通等維持事業などにより、前年度比で4.1%増

額の総額205億7,288万円を計上しています。

　歳入では、市税が市民税及び固定資産税の増

収を見込み、前年度比１億2,328万円の増として

います。また地方交付税は、普通交付税の一本

算定に向けた段階的な縮減があるものの、加算

要因もあることから前年度同様の71億円を見込

んでいます。国庫支出金は、社会資本整備総合

交付金の減額等で、前年度比2億6,845万円減の

18億9,073万円、県支出金は、農地や農業用施

設の災害復旧事業補助金、活力あふれる園芸産

地整備事業補助金の減額により前年度比３億

8,536万円減の20億4,420万円となっています。

　少子高齢化の進展等による社会保障費や、施

設の老朽化に伴う維持補修費の増大など、本市

の財政状況は依然として厳しい状況が続いてい

ます。今後も公共施設の適正な管理等により、

後年度負担の軽減に努めます。

問財政課　☎63-1111（内線231・232）

※竹田市公式ホームページでも当初予算の概要

を掲載しています。
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令和２年度の予算をお知らせします

  令和２年度の主な事業

議会費

◆議場等会議システム改修事業 2,500万円
（一般財源：2,500万円）

◆議会ICT化事業(議会) 126万円
（一般財源：126万円）

総務費

●地域おこし協力隊推進事業 1億1,629万円
（特別交付税措置）

●まちづくり支援事業 1億9,190万円
（寄附金：1億8,690万円　一般財源：500万円）

　ふるさと納税に関する内容充実やまちづくりに取り組む
　市民を支援

〇コミュニティ交通等維持事業 6,490万円
（県費：1,324万円　地方債：3,870万円

その他収入：840万円　一般財源：456万円）

◆議会ICT化事業(施設整備及び執行部) 458万円
（一般財源：458万円）

　成年後見等福祉に関するあらゆる相談の窓口設置

民生費

〇多機関協働包括的支援体制構築事業 1,076万円
（国費：806万円　一般財源：270万円）

衛生費

○予防接種事業委託料 5,877万円
（国費：323万円　基金：2,850万円

一般財源：2,704万円）

　新たに未就学児を対象に三種混合及びポリオの予防接種を
　行政負担で実施

　降雨や地震等によるがけ崩れ防止対策

土木費

〇社会資本整備総合交付金事業 4億140万円
（国費：2億1,833万円　県費：479万円

地方債：1億380万円　一般財源：7,448万円）

　道路改良・維持、街なみ環境整備事業等

〇急傾斜地崩壊対策事業 3,391万円
（県費：1,350万円　地方債：1,510万円
その他：506万円　一般財源：25万円）

消防費

〇消防施設整備事業 1億370万円
（国費：1,508万円　地方債：7,610万円
その他：200万円　一般財源：1,052万円）

　消防車輌の更新、消防団詰所整備、防火水槽の新設等

農林業費

〇活力あふれる園芸産地整備事業 2,463万円
（県費：1,589万円　一般財源：874万円）

ハウスや機械の導入等に係る助成

〇活動火山防災営農施設整備事業 1億5,887万円
（県費：1億3,404万円　一般財源：2,483万円）

　降灰防止施設(ハウス)の導入に係る助成

〇有害鳥獣被害防止対策事業 5,839万円
（県費：2,506万円　一般財源：3,333万円）

（特別交付税措置）
　イノシシ、シカなどの野生鳥獣による農林業被害防止のた
　めの支援

●森林経営管理事業 1,109万円
（基金：1,109万円）

　防災を主とした市による森林整備

〇竹田市畜産生産振興対策事業 3,500万円
（県費：2,000万円　一般財源：1,500万円）

　畜産経営規模拡大や高品質な肉用牛生産を行う農家に対し
　て畜舎及び省力機械等整備への助成

●国営大野川上流土地改良事業負担金 27億6,107万円
（地方債：20億4,000万円　基金：7億2,053万円

一般財源：54万円）

　大蘇ダム負担金

●県営土地改良事業負担金 3億9,692万円
（地方債：2億5,240万円　その他：6,957万円

一般財源：7,495万円）

　農業施設の近代化や農地の集約化

〇多面的機能支払交付金事業 2億9,522万円
（県費：2億2,225万円　一般財源：7,297万円）

　農業・農村の地域活動や営農の継続等に対する支援

〇中山間地域等直接支払交付金事業 5億1,007万円
（県費：3億8,079万円　一般財源：1億2,928万円）

　農業生産条件の不利を補正するため、生産活動を維持する
　活動を支援

教育費

●スクールバス購入 700万円
（地方債：660万円　一般財源：40万円）

●小中学校標準学力調査等 160万円

（一般財源：160万円）

　学力向上の取り組みとして、学力調査、フォローアップ、
　分析の実施

　岡城跡内通路整備等

〇史跡岡城跡保存整備事業 1,429万円
（国費：711万円　県費：114万円　一般財源：604万円）

■特別会計

■水道事業会計

会　計　名 当初予算額 会　計　名 当初予算額

額算予初当分　　区額算予初当分　　区

（　）内は事業費の財源内訳を記載しています
◆は新規の市単独事業 ●は市単独事業 〇は国県等の財源を活用しています

竹田市立こども診療所特別会計

長湯温泉療養文化館特別会計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

収益的収入（水道料金など）

収益的支出（水道水供給費用）

資本的収入（工事負担金など）

資本的支出（建設改良費・償還金）

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

浄化槽整備推進事業特別会計

国民宿舎久住高原荘事業特別会計

9,293万円

5,112万円

32億715万円

3億8,966万円

35億8,578万円

1億7,383万円

1億6,606万円

1,524万円

9,280万円

2億2,156万円

1億1,220万円

2億2,972万円

2億8,973万円
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冥加の訓えを多くの人に ほか

　
久
住
町
都
野
の
宮
處
野
神
社

（
吉
野
愼
也
宮
司
）
の
御
神
門
が

新
築
さ
れ
、
２
月
28
日
、
関
係
者

約
70
人
が
出
席
し
落
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
く
な
っ
た
御
神
門
は
、
幅

６
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
３
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
約
６
メ
ー
ト
ル
。
本
市
出

身
の
平
井
英
昭
さ
ん
（
86
歳
・
北

九
州
市
）
が
「
故
郷
に
恩
返
し
し

た
い
」
と
、
建
設
費
等
と
し
て
４
７

０
０
万
円
を
寄
附
し
て
い
ま
す
。

　
総
代
会
の
大
窪
万
康
会
長
は

「
平
井
さ
ん
の
ご
厚
意
で
建
て
替

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
神
社
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
新
築
さ
れ
た
御
神
門
を
く
ぐ

り
、
由
緒
あ
る
宮
處
野
神
社
に
参

拝
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

↑新しく建て替えられた宮處野神社の御神門

御
神
門
が
新
し
く

最新作連載始まる

竹田文化大使の赤神諒さん

↑刊行された冥加訓の教材本を手にする実行委員の皆さん

教
材
用
の
指
南
書
本
を
刊
行

冥
加
の
訓
え
を
多
く
の
人
に

　
岡
藩
の
儒
学
者
、
関
一
楽
（
１
６

４
４
〜
１
７
３
０
年
）
が
食
と
健

康
、
人
生
訓
な
ど
を
記
し
た
「
冥
加

訓
」
の
教
材
用
指
南
書
本
が
完
成

し
、
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
６
年
公
開
の
映
画
「
殿
、

利
息
で
ご
ざ
る
！
」
で
、
仙
台
藩
の

小
さ
な
宿
場
町
・
吉
岡
宿
の
再
興
の

道
標
と
な
っ
た
の
が
「
冥
加
訓
」
の

訓
え
で
す
。
厳
し
い
財
政
難
に
陥
っ

て
い
た
岡
藩
も
、
再
建
に
あ
た
っ
て

指
針
と
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
山
藩
の
藩
医
だ
っ
た
関
は
岡
藩

に
招
か
れ
、
藩
校
「
由
学
館
」
の
前

身
と
な
る
家
塾
「
輔
仁
堂
」
を
開
き
、

藩
士
の
子
弟
に
儒
教
の
経
典
「
四
書

五
経
」
を
解
説
す
る
手
引
書
と
し
て

「
冥
加
訓
」
を
著
し
ま
し
た
。

　「
関
の
訓
え
を
後
世
に
伝
え
よ
う
」

と
市
内
の
郷
土
史
研
究
家
ら
が
、
竹

田
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

１
７
８
８
年
の
製
版
本
を
１
年
が
か

り
で
現
代
語
に
意
訳
。
２
０
１
８
年

に
出
版
し
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
竹
田
商
工
会
議
所
で
は
「
冥
加
訓

を
活
か
し
、
竹
田
を
道
徳
の
ま
ち
に

し
よ
う
」
と
、
冥
加
訓
事
業
実
行
委

員
会
（
佐
藤
春
三
会
長
）
を
設
立
。

日
本
商
工
会
議
所
の
「
地
域
力
活
用

新
事
業
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
採
択
を
受
け
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
２
年
間
で
講
座
を
通

じ
た
人
材
育
成
や
、
岡
藩
教
育
の
源

流
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
ル
ー
ト

を
巡
る
歴
史
散
策
と
、
冥
加
訓
に
登

場
す
る
五
斗
味
噌
を
使
っ
た
料
理
の

試
食
を
組
み
合
わ
せ
た
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
開
催
。
こ
れ
ら
の
実
証
実
験

を
経
て
、
教
材
本
の
発
刊
に
至
っ
た

も
の
で
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
外
国
の
方

に
も
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

と
、
ル
ビ
と
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
た

「
こ
ど
も
す
こ
や
か
読
本
」
や
「
絵

本
」、
英
語
訳
が
記
さ
れ
た
「
日
め

く
り
暦
」、
地
域
で
作
ら
れ
た
野
菜

や
穀
物
を
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
調

理
法
で
食
べ
る
「
土
産
土
法
」
や
、

岡
藩
時
代
の
献
立
を
再
現
し
た
「
一

汁
一
菜
」
な
ど
食
と
健
康
に
つ
い
て

紹
介
し
た
「
人
生
１
０
０
年
を
生
き

　豊後のキリシタン大名・大友宗麟やその

家臣らを描いた小説を発表している作家の

赤神諒さん（東京都）。昨年10月に竹田文

化大使に任命された赤神さんの最新作「は

ぐれ鴉」の連載が、３月17日発売の小説雑

誌「小説すばる」４月号（集英社）で始ま

りました。

　竹田に足を運び、キリシタン洞窟礼拝堂などの遺跡の歴史や背景などを取

材した赤神さん。同作品は、江戸時代の岡藩の史実をモチーフに描いた時代

ミステリー小説で、架空の竹田藩を舞台にストーリーが展開します。小説の

挿絵は直入町出身の高松義昭さん（大分市）、題字は大分県立竹田高等学校

の書道部員９人が担当。12月号まで延べ９回連載されます。

　岡城が全国から脚光を浴び、竹田キリシタンも注目を集めるなかの連載ス

タート。赤神さんが描くキリシタンの世界を、皆さんぜひお楽しみください。

る
食
」
等
、
１
巻
か
ら
９
巻
を
制
作
。

　
４
月
か
ら
は
こ
の
教
材
を
活
用

し
、
年
代
に
応
じ
た
講
座
を
開
講
す

る
と
と
も
に
、
冥
加
訓
ゆ
か
り
の
地

を
歩
き
、
朗
唱
や
一
汁
一
菜
を
体
験

す
る
ツ
ア
ー
を
造
成
予
定
と
い
う
こ

と
で
、
実
行
委
員
会
で
は
「
高
齢
者

や
親
子
な
ど
、
多
く
の
人
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
冥
加
訓
の
訓
え
を
知
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

↑連載が始まった赤神諒さんの最新作

「はぐれ鴉」。臨場感たっぷりの挿絵

は高松義昭さん、題字は竹田高校書道

部の生徒９人が各月を担当し揮毫して

います

み
ょ
う

　

   

が

お
し

あか  がみ りょう

み
ょ
う
が

ゆ
う
が
っ
か
ん

く
ん

せ
き
い
ち
ら
く

ほ  

じ
ん
ど
う

ど  

さ
ん  

ど  

ほ
う

い
ち

じ
ゅ
う
い
っ
さ
い

がらす

き
ん
み
ち
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新型コロナウイルス感染症に関する情報

■
郵
送
に
よ
る
転
出
届

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
来
庁

が
難
し
い
場
合
を
除
き
、
原
則
窓
口

で
転
出
証
明
書
を
交
付
し
て
い
ま
す

が
、
当
面
の
間
、
郵
送
に
よ
る
転
出

証
明
書
の
請
求
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
転
入
・
転
居
・
世
帯
変
更
等
の
届

出
期
間

　
手
続
き
は
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら

14
日
以
内
の
届
出
が
必
要
で
す
が
、

当
面
の
間
、
14
日
を
過
ぎ
て
も
通
常

ど
お
り
窓
口
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

※

住
所
変
更
に
よ
る
必
要
な
手
続
き

（
各
種
手
当
や
助
成
、
免
許
の
記
載

事
項
変
更
等
）
に
つ
い
て
は
各
窓
口

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
継
続
利
用

　
同
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
が
新
し

い
市
区
町
村
へ
転
入
を
す
る
場
合

は
、
カ
ー
ド
の
継
続
利
用
処
理
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
異
動
予
定
日
か
ら

30
日
以
内
の
手
続
き
が
必
要
で
す

が
、
当
面
の
間
60
日
以
内
に
変
更
と

な
り
ま
す
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と

カ
ー
ド
が
廃
止
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書

　
同
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
電

子
証
明
書
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
確
定
申
告
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
を
閲
覧
す
る
際
に
利
用
）
の
有
効

期
限
を
迎
え
る
方
に
お
知
ら
せ
が
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
期
限
を
過
ぎ

て
も
新
し
い
電
子
証
明
書
の
発
行
は

で
き
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知

書
（
ハ
ガ
キ
）

　
同
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
た
め
の
ハ

ガ
キ
に
は
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
期
限

を
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
期
限
を
過
ぎ

て
も
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
証
明
書
の
郵
送
請
求

　
戸
籍
謄
抄
本
や
住
民
票
に
つ
い
て

は
、
郵
便
に
よ
る
請
求
が
で
き
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

住
民
票
・

戸
籍
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
手
続
き

新型コロナウイルス感染症に関する情報

中小企業者等の金融対策

■感染拡大を防ぐ受診方法

相談・受診の前に心掛けること

相談の結果、専門の「帰国者・接触者外来」を紹介された場合

新型コロナウイルスに関する情報は日々更新されています。正しい情報を収集し、冷静な行動を心掛けましょう。

発熱等の風邪症状が見られるときは、
　　①学校や会社を休み、外出を控える
　　②毎日、体温を測定して記録しておく

次の症状がある方
・風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続いている。
 （解熱剤を飲み続けなければならないときを含む）
・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。
※高齢者や基礎疾患等のある方、妊婦の方でこれらの状態が２日程度続く場合

「帰国者・接触者相談センター」

（豊肥保健所地域保健課内） 

☎0974-22-0162にご相談ください。

※24時間対応しています。

〇帰国者・接触者相談センターから受診を勧められた医療機関を受診してください。複数の医療機関を受診することは
お控えください。

〇医療機関を受診する際にはマスクを着用するほか、手洗いや咳エチケットの徹底をお願いします。
○公共交通機関の利用を避けて受診してください。

かかりつけ医に相談する際は

電話で症状を伝えてください。

（かかりつけ医がない方は、

最寄りの医療機関に）

　
４
月
は
引
っ
越
し
に
伴
う
手
続
き
な
ど
で
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
来

庁
せ
ず
に
で
き
る
次
の
手
続
き
を
ご
利
用
い
た
だ
く
な
ど
し
、
感
染
予

防
・
拡
大
防
止
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
市
民
課
市
民
係
（
☎
63-

１
１
１
１ 

内
線
１
１
１
〜
１
１
３
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■国の支援内容

　経済産業省では、「新型コロナウイル

スに関する経営相談窓口」を設置し、経

営上の相談を受け付けています。また、

資金繰り等の各種支援も行っ

ています。
◇新型コロナウイルス感染症関連に

ついて㊨

■大分県の支援内容

　県では、中小企業・小規模事業者から

の経営・金融相談に対応する

ため、特別相談窓口を開設し

ています。
◇新型コロナウイルスの流行に伴う経

営・金融相談窓口の開設について㊤

◇新型コロナウイルス感染症緊急対

策特別資金の創設について㊦

■竹田市の支援内容

　セーフティネット保証制度（中小企業

信用保険法第２条第５項及び

第６項）の認定申請を行って

います。
◇経営安定関連保証（第５項）

　４号：突発的災害（自然災害等）に

ついて㊤

　５号：業況の悪化している業種（全

国的）について㊥

◇危機関連保証（第６項）について㊦

新型コロナウイルスに関する

中小企業支援対策特別相談窓口

竹田商工会議所（☎63-3161）または九

州アルプス商工会（☎76-0151）へ

問 商工観光課　☎63-4807 
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休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て小児科

※竹田市歯科医師会が実施していました当番医院体制は、４月から竹田市歯科
医師会と豊後大野市歯科医師会による輪番体制となりました。

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認するこ

とができます。 

歯科休日当番医院

当番日 医　療　機　関 電話番号

４月の休日及び夜間の在宅当番医院

小児科外来休日当番医院

当番日 医　療　機　関

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

63-3232

63-3387

75-2222

63-3241

64-7777

63-2270

63-2083

76-0008

63-2304

63-2016

64-7777

63-3241

63-2270

63-2006

63-2083

竹田診療所

竹田クリニック

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

志賀内科

秦医院

柚須医院

伊藤医院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

大久保病院

古島眼科

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に

症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

安西皮膚科

須小耳鼻咽喉科

伊藤医院

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

志賀内科

久住加藤医院

くどう循環器科・内科

柚須医院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

加藤内科医院

志賀内科

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

62-4014

64-9000

63-3241

64-7777

63-2270

63-2083

63-2246

63-2016

75-2222

64-7777

63-3241

63-2270

63-2083

64-7777

63-2407

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）
受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確
認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束
処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「おおいた医
療情報ほっとネット」で公開しています。

第50回  新型コロナウイルス感染症のウソ？ホント？

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中

で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
最
新
情
報
は

政
府
、
厚
生
労
働
省
、
全
国
学
会
か

ら
の
発
表
を
メ
デ
ィ
ア
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
こ

で
は
多
く
の
方
が
誤
解
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
に
か
か
る
と
肺
炎

に
な
る
」―

こ
れ
は
ウ
ソ
で
す
。
８

割
が
風
邪
か
無
症
状
で
す
。
そ
も
そ

も
従
来
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
風
邪

の
原
因
の
２
割
を
占
め
て
い
た
も
の

で
す
。
新
型
は
、
高
齢
者
を
中
心
と

し
た
一
部
の
ヒ
ト
を
重
症
化
さ
せ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　「
マ
ス
ク
は
感
染
予
防
に
な
る
」―

こ
れ
も
ほ
ぼ
ウ
ソ
で
す
。
マ
ス
ク
は

感
染
し
て
い
る
ヒ
ト
が
他
人
に
感
染

さ
せ
な
い
た
め
に
す
る
も
の
で
、
健

康
な
ヒ
ト
の
予
防
効
果
は
限
定
的
で

す
。
特
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
い
て
い
る

マ
ス
ク
の
前
面
を
触
れ
て
し
ま
え
ば

そ
こ
で
感
染
し
ま
す
。

　「
他
人
の
く
し
ゃ
み
や
咳
か
ら
遠
ざ

か
れ
ば
感
染
し
な
い
」―

こ
れ
は
△

で
す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
か
ら
２
メ
ー

ト
ル
離
れ
れ
ば
感
染
し
に
く
く
は
な

り
ま
す
が
、
感
染
し
て
い
る
ヒ
ト
が

咳
や
く
し
ゃ
み
を
手
で
受
け
、
そ
の

手
で
あ
ち
こ
ち
触
れ
、
そ
こ
を
健
康

な
人
が
触
れ
、
鼻
や
目
を
触
る
こ
と

で
感
染
し
ま
す
。
多
く
の
人
が
触
る

ド
ア
ノ
ブ
、
ス
イ
ッ
チ
、
手
す
り
な
ど

を
重
点
的
に
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　「
ア
ル
コ
ー
ル
で
な
い
と
殺
菌
で

き
な
い
」―

こ
れ
も
ウ
ソ
で
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
よ
り
も
、
石
鹸
を
使
っ
て

の
手
洗
い
の
方
が
除
菌
効
果
は
高
い

で
す
。

　「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
で
あ
れ
ば

感
染
を
否
定
で
き
る
」―

こ
れ
も
ウ

ソ
で
す
。Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
は
と
て
も

質
の
高
い
検
査
で
、
陽
性
で
あ
れ
ば

感
染
と
証
明
さ
れ
ま
す
が
、
陰
性
で

あ
っ
て
も
感
染
の
否
定
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
「
こ
の
時
期
に
風

邪
を
ひ
い
た
。
陰
性
の
お
墨
付
き
が

欲
し
い
の
で
検
査
し
て
」
と
の
希
望

は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
、
入
院
を
必
要
と

す
る
原
因
が
特
定
で
き
な
い
ウ
イ
ル

ス
性
肺
炎
と
医
師
が
診
断
し
た
場
合

な
ど
に
検
査
す
べ
き
で
す
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授
　
是
松
聖
悟
．）

４／ ５㈰

４／12㈰

４／19㈰

４／26㈰

４／29㈬

５／ ３㈰

５／ ４㈪

５／ ５㈫

５／ ６㈬

竹田市荻歯科診療所（荻町馬場）

ごとう歯科口腔外科クリニック（三重町赤嶺）

ふじさわ歯科医院（竹田市竹田）

杉山歯科医院（犬飼町田原）

久住加藤医院歯科診療部（久住町久住）

杉山歯科医院（野津町野津市）

長湯ごとう歯科（直入町長湯）

髙倉歯科医院（緒方町馬場）

竹田市荻歯科診療所（荻町馬場）

☎0974-68-3263

☎0974-22-1118

☎0974-64-1118

☎097-578-0101

☎0974-76-0008

☎0974-32-2167

☎0974-75-3001

☎0974-42-3622

☎0974-68-3263

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

みやわき小児科

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

４／ ４㈯

４／ ５㈰

４／11㈯

４／12㈰

４／18㈯

４／19㈰

４／25㈯

４／26㈰

４／29㈬

５／ ２㈯

５／ ３㈰

５／ ４㈪

５／ ５㈫

５／ ６㈬
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2020年（令和２年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

・大分公証人合同役場出張無
料相談会 9:00-11:00（竹田
市総合社会福祉センター）※
予約制 ☎097-535-0888（大
分公証人合同役場）

　 こ よ み ４月

４月の行政なんでも相談所

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで

　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕兒玉龍明　☎75-2426

地域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹田

荻

久住

直入

４月15日㈬
10:00～

　12:00

竹田市総合社会福祉センター　相談室

荻公民館　幼児室

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室

　鯉のぼりの季節になりまし
た。感電事故防止のため、電
線付近での鯉のぼりの掲揚や
魚釣りは絶対にしないでくだ
さい。
　万一、鯉のぼりや釣り糸が
電線にかかった場合は自分で
取ろうとせず、お近くの九州
電力までご連絡いただきます
ようお願いします。
問 九州電力株式会社三重配電
　 事務所　☎0120-986-505

感電事故防止のお願い

　望まない受動喫煙による健康被害をなくすため、４月１日からオフィスや事業所、飲食店な
ど多くの施設で、屋内は原則禁煙となります。
　屋内での喫煙には喫煙室の設置が必要となり、20歳未満の方は喫煙エリアへの立ち入りがで
きません。また、喫煙設備のある場所には、施設管理者による標識の掲示が義務づけられ、規
模の小さい飲食店で引き続き喫煙を可能とする場合は、保健所への届け出が必要となります。
　詳しくは厚生労働省のホームページ「受動喫煙対策サイト」や大分県のホームページをご覧
ください。
問大分県健康づくり支援課　☎097-506-2757

４月１日から屋内は原則禁煙となります

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
行
事
が
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

集団発生防止にご協力を

　新型コロナウイルスへの対策

として、クラスター（集団）の

発生を防止することが重要で

す。イベントや集会で３つの

「密」が重ならないよう工夫し

ましょう。

①換気の悪い密閉空間

②多数が集まる密集場所

③間近で会話をする密接場面

※３つの条件のほか、共同で使

う物には消毒などを行ってくだ

さい。

手作りマスクの作り方を掲載

　県では、マスクの入手が困難

な状況を受けて、ホームページ

に手作りマスクの作り方を掲載

しています。（県のホームページ

→https://www.pref.oita.jp/site/

bosaianzen/shingatacorona.

html）

健康維持に室内でできる運動を

　新型コロナウイルスの影響

で、これまでの生活に比べ外出

の機会が減っていませんか？

　このような状況でも、ご自宅

でできる範囲で運動することは

健康維持に重要です。

　たけたケーブルテレビでは

「めじろん元気アップ体操」を

放映しているほか、竹田市公式

ホームページの特設リンク「新

型コロナウイルスに関する情

報」の中でも同体操の動画を公

開しています。

　 無 理 の な い 範 囲 で 体 操 を

行ってみましょう。

・豊肥家畜市場〔子牛〕9:30～
せり開始（豊後豊肥家畜市
場）

・竹田温泉「花水月」休館日

・竹田温泉「花水月」休館日

・大 分 大 学 マンドリンクラブ 
Spring Concert in竹田 13:30
開場14:00開演（グランツた
けた）☎090-7159-7723（大
分県マンドリン連盟・関屋）

・竹田温泉「花水月」休館日

・城郭史講座 10:00までに岡城跡駐車場

集合 ※参加費1000円（要予約）☎62-

4100（竹田創生館）

・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）

※要予約（前日の午前中まで）☎63-3346

（竹田市心の相談支援事業所）

・不登校を考える親の会「コスモスの会」

19:00-21:30（みんなのいえカラフル）

☎090-5470-8998（山口）

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-

15:00（大分県豊肥振興局）※要予約
☎63-1171（豊肥振興局）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住
保健センター）※要予約（前日の午
前中まで）☎63-3346（竹田市心の
相談支援事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県
豊肥保健所）※要予約 ☎0974-22-
0162（豊肥保健所）

・【納期限】固定資産税（全納・
１期）、国民健康保険税（全
納・１期）

・竹田温泉「花水月」休館日

広報たけた  令和２年４月号 16



竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

6

13

20

27

7

14

21

28

5

12

19

26

1

8

15

22

29

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

５月上旬の主な予定　　   　　　　　    　　　　　※３月25日現在

１日㈮ ・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（市総合インストラクター協会）

２日㈯ ・大分公証人合同役場出張無料相談会 9:00-11:00（竹田市総合
社会福祉センター）※予約制 ☎097-535-0888（大分公証人
合同役場）

６日㈬ ・陽目の里「名水茶屋」休業日
７日㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日
８日㈮ ・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市総合社会福祉センター）

☎75-3456（市総合インストラクター協会）

月
間
・
そ
の
他

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。
（20日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）　問農業委員会事務局　☎63-4815

○緑の募金

（～５／31）

○未成年者飲酒防止強

調月間

 （４／１～30）

○みどりの月間

 （４／15～５／14）

昭和の日

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日・こころの健康相談 13:30-15:30
（直入支所）※要予約（前日の

午前中まで）☎63-3346（竹田
市心の相談支援事業所）

・グランツたけた休館日
・荻の里温泉休館日
・岡藩鏡処刑場鎮魂祭 10:00～
（鏡処刑場）

・第４回竹田市農業委員会総
会 15:00～（市役所本庁３階
第５会議室）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談［完全予約制］10:00-15:00
（竹田市高齢者いきいき交流センター）

☎097-552-1211（日本年金機構大分
年金事務所）

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-
16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）
☎097-537-7089（大分県行政書士会
事務局）

・グランツたけた休館日

・陽目の里「名水茶屋」休業日・【６月21日㈰まで開催】竹田市歴史文化
館開館記念特別展「隈研吾の建築×竹
田の建築」（竹田市歴史文化館・由学
館）※開館時間は9:00～17:00、木曜日
休館、観覧料は高校生以上500円、小・
中学生300円、65歳以上250円 ☎63-
2200（竹田市歴史文化館・由学館）

・グランツたけた休館日
・荻の里温泉休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕9:30～せり開始
（豊後豊肥家畜市場）

・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「雨ヶ
池」8:00までに市役所駐車場集合※参加費
1000円（要予約）☎62-4100（竹田創生館）

・大分合同新聞社旗争奪第52回荻地域自治会
対抗ソフトボール大会 9:00～開会式（荻小
学校グラウンド）※試合会場は荻小学校・
緑ヶ丘中学校・荻福祉健康エリアの各グラウ
ンド ☎68-2025（荻公民館）

・竹田市歴史文化館開館記念由学館セミナー
「隈研吾 竹田で建築を語る」13 :00開場

13:30開演（グランツたけた）※入場無料（整
理券が必要）☎63-2200（竹田市歴史文化
館・由学館）

・陽目の里「名水茶屋」休業日・こころの健康相談 13:30-15:30
（竹 田 市 総 合 社 会 福 祉セン
ター）※要予約（前日の午前中
まで）☎63-3346（竹田市心の
相談支援事業所）

・グランツたけた休館日

４
月
25
日
㈯
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

問
生
涯
学
習
課 

☎
63-

４
８
１
７

本件に関する
お問い合わせ先

宝くじコールセンター 011-330-0777（有料）TEL0570-01-1192（ナビダイヤル 有料）TEL

受付時間 10：30～18：30（土・日・祝日、年末年始を除く）※電話番号を十分ご確認の上、おかけ間違いのないようお願いいたします。

宝くじ公式サイトで
宝くじを購入できる
ようになりました！

お得な特典、便利なサービスいろいろ！宝くじ公式サイト会員登録ステップ

「宝くじ公式サイト」を検索！

メールアドレスの登録

（仮登録）

STEP 1

「宝くじ公式サイト」を検索して、
宝くじ公式サイトの
新規会員登録ページで
メールアドレスを
登録（仮登録）します。

会員情報の入力（会員登録）STEP 2 決済情報の入力STEP 3

宝くじ公式サイトのネット購入をご利用の方は、

引き続き次のSTEP3の手続きをお願いします。

ネット購入をご利用される方は、
宝くじを購入するための

「クレジットカード情報」および
当せん金のお受け取りに利用する

「口座情報」をご登録ください。

以上で、カンタン・便利な宝くじの
「ネット購入」がご利用
いただけるようになります！

入力いただいたメールアドレス宛に、
メールが届きます。

画面に従って、氏名や生年月日等の情報を
入力いただくと新規会員登録が完了します。

①
メールに記載されている
会員登録用のURLをクリックします。②

③
宝くじ売り場でポイントをためる／つかうための手続きは以上で完了

宝くじ公式サイトはコチラから
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今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲

に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、
戦
没
者

等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記
名

国
債
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
る
平
成
27
年

の
法
改
正
後
、
２
回
目
の
支
給
と
な

る
第
11
回
特
別
弔
慰
金
は
、
令
和
２

年
４
月
１
日
を
新
た
な
基
準
日
と

し
、
同
日
に
お
い
て
年
金
給
付
の
受

給
権
者
が
い
な
い
場
合
に
、
先
順
位

の
遺
族
１
名
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給

し
ま
す
。

国
債
の
額
面　

25
万
円
（
５
年
償
還

の
記
名
国
債
）

請
求
期
間　

４
月
１
日
～
令
和
５
年

３
月
31
日

※
請
求
期
間
は
３
年
間
で
す
。
請
求

期
間
を
過
ぎ
る
と
弔
慰
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

基
本
的
な
支
給
要
件

○
令
和
２
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
等
の
年
金

給
付
の
受
給
権
者
が
い
な
い
こ
と

○
特
別
弔
慰
金
の
対
象
と
な
る
戦
没

者
等
と
は
、
軍
人
軍
属
ま
た
は
準
軍

属
と
し
て
の
公
務
上
の
傷
病
、
ま
た

は
勤
務
に
関
連
し
た
傷
病
が
原
因
で

死
亡
し
た
者
で
あ
る
こ
と

請
求
窓
口　

社
会
福
祉
課
管
理
係

（
☎
63

－

４
８
１
１
）、
荻
支
所
（
☎

68

－

２
２
１
１
）、
久
住
支
所
（
☎

76

－

１
１
１
１
）、
直
入
支
所
（
☎

75

－

２
２
１
１
）

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
行
う
健
康
診
査
は
、
糖
尿
病

等
の
生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見
、
早

期
治
療
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

健
康
管
理
の
た
め
に
年
１
回
の
健

康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者

※
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
で
生

活
習
慣
病
の
診
療
等
を
受
け
て
い
る

方
、
同
年
度
中
に
健
康
診
査
ま
た
は

そ
の
健
診
に
相
当
す
る
健
康
診
査
を

受
診
さ
れ
た
方
は
、
必
ず
し
も
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
項
目　

問
診
、
身
体
計
測
、
血

圧
測
定
、
尿
検
査
（
糖
・
蛋
白
）、

血
中
脂
質
検
査
（
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
）、
血
糖
検
査
（
空
腹

時
血
糖
、
随
時
血
糖
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
Ａ
１
ｃ
の
い
ず
れ
か
）、
肝
機
能

検
査
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・
γ

－

Ｇ

Ｔ
Ｐ
）、
腎
機
能
検
査
（
血
清
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
及
び
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）、
栄
養

状
態
検
査
（
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
）

日
程
・
場
所　

市
が
行
う
集
団
健
診

と
同
じ
日
程
・
会
場
ま
た
は
広
域
連

合
の
指
定
医
療
機
関
（
委
託
し
て
い

る
病
院
等
）

持
参
物　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
と
広

域
連
合
か
ら
５
月
下
旬
ま
で
に
送
付

さ
れ
る
健
康
診
査
受
診
券
（
青
色
の

は
が
き
）

※
被
保
険
者
証
や
健
康
診
査
受
診
券

を
忘
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り
す
る

と
、
健
康
診
査
を
受
診
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

費
用　

年
１
回
の
み
無
料

※
健
康
に
関
す
る
相
談
は
保
険
健
康

課
の
窓
口
で
お
受
け
し
ま
す
。

　

65
歳
か
ら
74
歳
の
方
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
障
が
い
認
定
を
受
け

る
際
の
申
請
受
付
は
、
保
険
健
康
課

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
で
行
い

ま
す
の
で
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の

う
え
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
弔
慰
金

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
11
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

障
が
い
認
定
を
受
け
る
際
に
は

4 月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）        
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

令和２年度の年金相談日

民生委員・児童委員が決まりました

荻の里温泉からのお知らせ

　令和２年度の年金相談日は次のとおりで

す。相談は完全予約制ですので、予約の際

には基礎年金番号のわかるものをご用意く

ださい。

相談日

４月15日 ８月19日 12月16日

５月20日 ９月16日 １月20日

６月17日 10月21日 ２月17日

７月15日 11月18日 ３月17日

※ いずれも毎月第３水曜日の午前10時～午

後３時

会場　竹田市高齢者いきいき交流センター

　　　（竹田市総合社会福祉センター隣）

問 大分年金事務所お客様相談室（土・日・

　  祝日を除く）　☎097-552-1211

※ 音声案内が流れます。最初は「１」番、

続いて「２」番を押してください。

　竹田東部地域の羽恵、濁淵、挾田の各自

治会を担当する民生委員・児童委員は佐藤

睦子さん（濁淵）に、主任児童委員は菊池

恭子さん（植木政所）にそれぞれ決まりま

したのでお知らせします。

問 社会福祉課　☎63-4811

　荻の里温泉のレストラン部門は４月から

土・日・祝日のみ営業します。

※ 通常、平日はレストラン部門の営業をし

ていません。

問 荻の里温泉　☎64-9595
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たけたんインフォ

・
印
鑑

・
障
が
い
の
程
度
を
確
認
で
き

る
書
類
（
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・
本
人
確
認
証
明
（
運
転
免
許

証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る

も
の
）
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
が
確
認
で
き

る
書
類
（
通
知
カ
ー
ド
等
）

※
障
が
い
認
定
を
受
け
た
方
は
、
認

定
後
も
75
歳
に
な
る
ま
で
は
、
届
け

出
に
よ
り
将
来
に
向
か
っ
て
撤
回
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
撤
回
後
は
国
民
健
康

保
険
、
社
会
保
険
等
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問 

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合　

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

１
７

７
１
（
代
表
）
／
竹
田
市
保
険
健
康

課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係　

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線
１
７
８
・
１
７
９
）

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
年
齢
が

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
、
は

り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
の
施
術
に
対
す
る
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
。

助
成
内
容　

１
人
に
つ
き
年
６
回
以

内
で
、
施
術
１
回
に
つ
き
１
千
円
の

施
設
利
用
証
を
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　

高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
記
入
・
押
印
の
後
、
施
設

利
用
証
を
交
付
し
ま
す
。

問 

高
齢
者
福
祉
課　

☎
63

－

４
８

０
９
／
荻
支
所　

☎
68

－

２
２
１
１

／
久
住
支
所　

☎
76

－

１
１
１
１
／

直
入
支
所　

☎
75

－

２
２
１
１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
申
告
所
得

税
（
及
び
復
興
特
別
所
得
税
）、
贈

与
税
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費
税

（
及
び
地
方
消
費
税
）
の
申
告
・
納

付
期
限
を
４
月
16
日
㈭
ま
で
延
長
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

お
近
く
の
税
務
署
で
発
行
す
る
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
確
定

申
告
会
場
に
出
向
く
こ
と
な
く
、
ご

自
宅
等
か
ら
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

告
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
で
き
、
医
療
費

の
領
収
書
や
寄
附
金
の
受
領
証
等
の

書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
も

な
く
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
分
の
還
付
申
告

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
12
月
31
日

ま
で
の
５
年
間
申
告
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
給
与
所
得
者
や
公
的
年
金

受
給
者
で
、
医
療
費
控
除
・
寄
附
金

控
除
（
ふ
る
さ
と
納
税
等
）
に
よ
り

還
付
を
受
け
ら
れ
る
方
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）

に
よ
り
還
付
を
受
け
ら
れ
る
方
等
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
竹

田
税
務
署
（
☎
63

－

３
１
４
１
※
自

動
音
声
案
内
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
犬
に
は
生
涯
１
回
の
登
録
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
犬
（
生
後
91
日
以
上
）
を

飼
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
へ
の
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
登
録
手
数
料

は
１
頭
３
千
円
で
す
。
登
録
す
る
と

鑑
札
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
鑑
札
は
犬

の
迷
子
札
と
し
て
の
役
目
も
果
た
し

ま
す
の
で
、
必
ず
首
輪
に
付
け
て
く

だ
さ
い
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
狂
犬
病
予
防

注
射
の
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　

生
後
91
日
が
経
過
し
た
飼
い
犬
に

つ
い
て
は
、
年
１
回
４
月
か
ら
６
月

ま
で
の
期
間
に
狂
犬
病
の
予
防
注
射

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
料
金

は
１
頭
３
２
５
０
円
で
す
。
集
合
注

射
会
場
も
し
く
は
動
物
病
院
で
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。
７
月
以
降
に
生
後

91
日
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
時
点

で
速
や
か
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
登
録
義
務
、
狂
犬
病
予
防
注

射
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
20
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。

※
今
年
度
の
集
合
注
射
の
日
程
は
、

竹
田
地
域
が
４
月
６
日
㈪
～
14
日

㈫
、
荻
地
域
が
４
月
15
日
㈬
と
16
日

㈭
、
久
住
地
域
が
４
月
20
日
㈪
と
21

日
㈫
、
直
入
地
域
が
４
月
22
日
㈬
と

23
日
㈭
で
す
。
詳
し
く
は
竹
田
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課
環
境
衛
生
対
策
室　

☎

63

－

４
８
２
１

　

羽
毛
製
品
は
軽
く
て
暖
か
い
た

め
、
世
界
的
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

食
肉
用
の
水
鳥
か
ら
採
取
さ
れ
た
副

産
物
で
あ
る
羽
毛
の
供
給
が
追
い
つ

か
な
い
た
め
、
近
年
は
採
取
目
的
に

水
鳥
を
飼
育
し
、
生
き
た
ま
ま
羽
毛

を
む
し
り
と
る
行
為
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

羽
毛
は
適
切
な
手
入
れ
を
す
れ
ば

１
０
０
年
以
上
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
再
利
用

利
用
助
成

は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
施
設
の
利
用
助
成

確
定
申
告

申
告
・
納
付
期
限
を
４
月
16
日
㈭

ま
で
延
長
し
て
い
ま
す

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
忘
れ
ず
に

羽
毛
布
団
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
す

　日常の買い物が困難な状況にある

高齢者や障がい者等の方々に対し

て、自宅などへの移動販売を行って

いる事業所があります。

　この移動販売は利用に際し、利用

者・事業所ともに市からの補助はな

く、各事業所の善意によって成り

立っています。

■ふじよしストア（☎62-4815）

販売範囲　玉来、入田、嫗岳、城原、

宮城の一部、菅生、宮砥

■後藤豆腐店

（☎68-2904、木・日曜が休み）

販売範囲　荻町

■阿南商店

（☎62-2450、日曜が休み）

販売範囲　入田、宮砥、嫗岳

■移動スーパーふくろう便

（☎080-6472-2710、水・金曜対応）

販売範囲　明治、岡本の一部

■平川商店

（☎090-5476-1938、火・金曜対応）

販売範囲　松本、菅生、宮城、白丹、

久住の一部

※事業所ごとに対応できる地域や時

間帯が異なりますが、個別対応の相

談もお受けします。利用を希望され

る方は各事業所または高齢者福祉課

（☎63-4809）までお問い合わせく

ださい。

移動販売を行っています

2020年４月発行19



さ
れ
ず
、
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
不
要
に
な
っ
た
羽
毛
製

品
か
ら
羽
毛
を
回
収
・
精
製
し
、
新

た
な
羽
毛
＝
グ
リ
ー
ン
ダ
ウ
ン
を
作

る
取
り
組
み
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

羽
毛
布
団
１
枚
に
１
０
０
～
１
５

０
羽
分
の
水
鳥
の
羽
毛
が
必
要
で
す

が
、
羽
毛
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
天

然
資
源
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
羽
毛
は
焼
却
す
る
と
羽

毛
量
の
１
・
８
倍
の
二
酸
化
炭
素
が

発
生
す
る
た
め
、
排
出
抑
制
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

回
収
方
法　

羽
毛
布
団
の
み
を
資
源

ご
み
袋
（
ピ
ン
ク
）
に
入
れ
て
、
古

紙
・
古
布
類
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
の
布
団
は
燃
え
る
ご
み

（
白
）
で
す
。

問 

市
民
課
環
境
衛
生
対
策
室　

☎

63

－

４
８
２
１
／
竹
田
市
清
掃
セ
ン

タ
ー　

☎
68

－

２
８
１
９

　

昨
年
、
２
年
後
の
成
人
式
に
着
る

振
袖
の
レ
ン
タ
ル
20
万
円
の
契
約
を

し
た
。
今
年
に
な
っ
て
留
学
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
キ
ャ
ン
セ
ル
を
申

し
出
る
と
、
契
約
後
30
日
を
過
ぎ
て

い
る
た
め
80
％
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が

か
か
る
と
言
わ
れ
た
。
成
人
式
は
ま

だ
10
か
月
も
先
な
の
に
高
額
な
キ
ャ

ン
セ
ル
料
を
請
求
さ
れ
納
得
で
き
な

い
、
と
い
う
よ
う
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

成
人
式
用
の
振
袖
レ
ン
タ
ル
に
つ

い
て
は
、
成
人
式
の
１
～
２
年
前
の

早
い
時
期
か
ら
予
約
を
受
け
る
ケ
ー

ス
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自

分
の
都
合
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、

キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

数
年
先
に
使
う
も
の
で
あ
っ
て

も
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
等
に
つ
い
て
は

契
約
内
容
に
従
う
こ
と
に
な
る
た

め
、「
好
み
の
デ
ザ
イ
ン
が
な
く
な

る
」
と
言
わ
れ
た
り
、
特
典
を
強
調

さ
れ
た
り
し
て
も
焦
ら
ず
に
、
そ
の

場
で
す
ぐ
に
契
約
す
る
こ
と
は
避

け
、
十
分
検
討
し
て
か
ら
決
め
ま

し
ょ
う
。

問 

市
民
課
（
竹
田
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
）
☎
63

－

４
８
３
４ 

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～
金
曜
の

平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

 

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

０
９
９
９

　

令
和
２
年
度
よ
り
竹
田
市
農
業
女

性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
た
け
た
ん
あ
ぐ

り
ネ
ッ
ト
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
「
た
け
た
ん
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
」
は
、

竹
田
市
で
農
林
畜
産
業
・
食
品
加
工

業
等
に
携
わ
る
女
性
や
、
竹
田
市
の

農
林
畜
産
業
に
興
味
が
あ
る
女
性
で

あ
れ
ば
誰
で
も
登
録
可
能
で
す
。

　

品
目
・
地
域
・
世
代
を
超
え
、
農

村
女
性
同
士
で
楽
し
く
交
流
し
た
い

方
、
悩
み
や
課
題
を
共
有
し
合
え
る

仲
間
を
増
や
し
た
い
方
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
仲
間
と
情
報
交
換
し

た
い
方
の
ご
登
録
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

「
た
け
た
ん
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
」
に
登

録
す
る
と
…

○
竹
田
市
の
農
林
畜
産
分
野
や
農

村
女
性
に
関
す
る
取
り
組
み
の
お

知
ら
せ
や
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
お

届
け
し
ま
す
。

○
竹
田
市
の
農
村
女
性
同
士
の
交
流

会
の
開
催
案
内
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

登
録
は
無
料
で
す
。
交
流
会
に
は

参
加
せ
ず
情
報
の
み
受
け
取
り
希
望

な
ど
、
都
合
に
合
わ
せ
、
自
由
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
ず
は
お

気
軽
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

■申
・
問 

農
政
課   

☎
63

－

４
８
０
５

消
費
者
行
政

早
期
契
約
は
慎
重
に
！

募
　
集

竹
田
市
農
業
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
た
け
た
ん
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
」

設
立
・
登
録
メ
ン
バ
ー
募
集

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

　市では、高齢者の免許返納後の移動手段を支援すること

で、自主的な免許返納を促し、高齢者が加害者となる交通事

故抑止を図ることを目的とした「高齢者運転免許証自主返納

支援事業」を始めました。

支援内容　①タクシー臨時乗車券（５千円分）

　　　　　②大分県バス会社共通回数券（５千円分）

※ ①・②のうち、希望する券を合計で１万円分交付

対象者（次の全ての条件に該当する方）

○令和２年４月１日以降に免許証を自主返納された方

○自主返納時に満70歳以上の方

○竹田市に住民登録をしている方

申請方法
　総務課または荻・久住・直入の各支所に備え付けの竹田市

高齢者運転免許証自主返納支援事業申請書に必要事項を記入

し、運転免許取消通知書（自主返納時に発行される通知書）

を添えて申請してください。

※ 運転免許証の自主返納については、竹田警察署（☎63-
2131）にお問い合わせください。

問 総務課防災危機管理室　☎63-1111（内線212）

高齢者運転免許証自主返納
支援事業がスタートしました

4/1㈬から
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たけたんインフォ／ふるさと求人情報

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
と
は
、
未
就
学

児
が
い
る
家
庭
に
、
週
に
１
度
、
２

時
間
程
度
、
概
ね
４
回
の
研
修
を
受

け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ホ
ー
ム
ビ
ジ

タ
ー
）
が
訪
問
す
る
家
庭
訪
問
型
子

育
て
支
援
で
す
。
保
護
者
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
傾
聴
（
話
に
耳
を
傾
け

る
）
や
協
働
（
育
児
や
家
事
を
一
緒

に
行
う
）
等
の
活
動
を
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
・
夢
と
ん
ぼ
と

市
で
は
、
ビ
ジ
タ
ー
に
な
る
た
め
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
原
則
と

し
て
研
修
の
全
日
程
に
出
席
で
き
る

こ
と
が
可
能
で
、
終
了
後
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
が
で
き
る
方
を
募
集

し
ま
す
。
経
験
を
活
か
し
ビ
ジ
タ
ー

と
し
て
、
子
育
て
中
の
家
庭
を
応
援

し
ま
せ
ん
か
？

対
象
者　

子
育
て
経
験
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も

募
集
人
数　

６
人
程
度

講
座
日
程　

５
月
９
日
㈯
～
６
月
27

日
㈯
（
全
８
回
）

会
場　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
・
夢
と
ん

ぼ
（
竹
田
市
大
字
会
々
１
６
３
６

－

１
２
２ 

竹
田
幼
稚
園
隣
）

受
講
料　

無
料

募
集
期
間　

５
月
１
日
㈮
ま
で

■申
・
問 

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
・
夢
と

ん
ぼ　

☎
０
８
０

－

５
７
９
２

－

５
４

５
７
／
竹
田
市
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
課
内
）

☎
63

－

４
８
２
３

　

市
で
は
、
自
治
会
や
公
共
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
等
を
対
象

に
、
次
に
挙
げ
る
活
動
等
に
対
し
、

原
則
的
に
活
動
費
の
半
額
ま
で
を

補
助
す
る
「
竹
田
市
元
気
づ
く
り

支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑴
地
域
振
興
や
観
光
Ｐ
Ｒ
等
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト

⑵
地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
活

動
及
び
そ
れ
に
資
す
る
事
業

⑶
地
域
の
伝
統
文
化
を
守
る
た
め

の
事
業

⑷
地
域
の
安
心
・
安
全
に
資
す
る

事
業

⑸
そ
の
他
、
地
域
の
活
力
維
持
や
活

性
化
に
資
す
る
事
業

　

本
事
業
を
活
用
さ
れ
る
団
体
等

の
代
表
者
は
、
企
画
情
報
課
も
し
く

は
各
支
所
地
域
振
興
課
に
備
え
付

け
の
事
前
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
５
月
15
日
㈮
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
の
詳
細
は
竹

田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■申
・

問 

企
画
情
報
課　

☎
63

－

４

８
０
１
／
荻
支
所　

☎
68

－

２
２
１

１
／
久
住
支
所　

☎
76

－

１
１
１
１

／
直
入
支
所　

☎
75

－

２
２
１
１

　

警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
業
程
度
）
及

び
大
分
県
警
察
官
Ａ
（
女
性
、
大
学

卒
業
程
度
）
の
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

第
１
次
試
験
日　

５
月
10
日
㈰

受
付
期
間　

４
月
９
日
㈭
ま
で

※
受
験
資
格
や
申
込
方
法
等
の
詳
細

は
県
内
の
警
察
署
等
で
配
布
し
て
い

る
受
験
案
内
ま
た
は
大
分
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
大
分
県
職
員
採
用
情
報
」

（h
ttp

://w
w

w
.p

ref.o
ita.jp

/site/

saiyou
zyouh

ou
/

）
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問 

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公

務
員
課
試
験
・
審
査
班　

☎
０
９

７

－

５
０
６

－

５
２
１
２

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
・
ホ
ー
ム
ビ

ジ
タ
ー
募
集

補
助
事
業

竹
田
市
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

試
　
験

令
和
２
年
度 

警
察
官
採
用
試
験

　　　　   ふるさと求人情報

①介護職員 ３人 14～16万円

②接客係 ３人 15～20万円

③作業員 ２人 15.4～17.6万円

④看護師 ３人 21～23.6万円

⑤製造スタッフ ３人 15.2～18万円

⑥生コン試験業務 １人 19～20.8万円

⑦事務職 １人 15～20万円

⑧給食調理場補助・配達 １人 16.8万円

⑨販売 １人 20～24万円

⑩電気工事作業員 １人 15～20万円

⑪牧場作業員 ３人 21万円

⑫営業職 １人 14.6～21万円

〔パート求人〕（時給）

⑬配車係 １人 790円

⑭販促担当 １人 800円

⑮清掃スタッフ １人 850円

⑯配送係 １人 800～850円

⑰調理員 １人 860～875円

⑱販売スタッフ １人 800円

⑲受付・事務 １人 850～1000円

⑳厨房 １人 900円

㉑弁当調理補助及び配達 １人 790円

㉒書店販売員 １人 790円

㉓ホールスタッフ ３人 1000円

㉔幼稚園教諭 ３人 1020～1200円

問 竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

地元で働いて
みませんか？
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※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

日
時　

６
月
21
日
㈰   

午
前
10
時
～

会
場
及
び
試
験
種
類　

大
分
大
学
で

は
、
午
前
に
甲
種
・
乙
種
（
４
類
以

外
の
す
べ
て
）・
丙
種
、
午
後
に
乙

種
第
４
類
の
み
。
別
府
市
立
青
山
中

学
校
・
中
津
東
高
校
・
日
田
林
工
高

校
・
三
重
総
合
高
校
・
佐
伯
豊
南
高

校
・
国
東
高
校
で
は
甲
種
・
乙
種

（
全
類
）・
丙
種

※
試
験
会
場
は
変
更
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

願
書
配
布
先　

県
内
各
消
防
本
部
、

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
県
支
部

受
付
期
間　

電
子
申
請
は
４
月
12

日
㈰
～
24
日
㈮
、
書
面
申
請
は
４
月

15
日
㈬
～
27
日
㈪

■申
・

問 

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部
（
〒
８
７
０

－

０
０
２
３　

大
分
市
長
浜
町
２

－

12

－

10 

昭
栄
ビ
ル
２
階
）
☎
０
９
７

－

５
３
７

－

０
４
２
７

　

公
証
人
は
法
律
の
専
門
家
（
元
判

事
・
検
事
な
ど
）
の
中
か
ら
、
法
務

大
臣
に
任
命
さ
れ
た
公
正
証
書
作
成

等
の
権
限
を
有
す
る
公
務
員
で
す
。

　

自
己
の
死
後
、
相
続
争
い
を
防

ぎ
、
家
族
の
生
活
を
守
っ
て
く
れ
る

遺
言
や
、
万
が
一
認
知
症
に
な
っ
た

と
き
に
、
自
己
の
財
産
の
管
理
や
身

上
の
監
護
を
し
て
く
れ
る
後
見
人
を

自
ら
指
定
す
る
任
意
後
見
契
約
な

ど
、
自
己
や
家
族
の
生
活
を
守
っ
て

く
れ
る
公
正
証
書
の
作
成
等
に
つ
い

て
、
無
料
で
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
１
土
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
前
11
時
ま
で
（
相
談
は
１

人
30
分
）

※
令
和
３
年
１
月
の
み
第
２
土
曜
日

と
し
ま
す
。
毎
月
の
市
報
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
室

相
談
内
容　

遺
言
、
任
意
後
見
、
信

託
、
離
婚
給
付
、
債
務
弁
済
そ
の
他

契
約
一
般
（
公
正
証
書
に
関
す
る
相

談
の
み
対
応
）

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
大

分
公
証
人
合
同
役
場
（
☎
０
９
７

－

５
３
５

－

０
８
８
８
）
ま
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

※
予
約
者
が
い
な
い
場
合
は
開
催
し

ま
せ
ん
。

期
日　

６
月
４
日
㈭

会
場　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
（
大
分
市
金
池
南
１

－

５

－

１
）

受
付
期
間　

４
月
14
日
㈫
～
21
日
㈫

受
講
料　

７
千
円

定
員　

80
人

期
日　

６
月
12
日
㈮

会
場　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
（
大
分
市
金
池
南
１

－

５

－

１
）

受
付
期
間　

４
月
20
日
㈪
～
27
日
㈪

受
講
料　

７
千
円

定
員　

80
人

申
込
方
法　

防
災
管
理
新
規
講
習
と

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の
い
ず
れ

も
、
日
本
防
火
・
防
災
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
し
込
む
か
、
受
講
申
込
書
を
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
送
付

※
申
込
書
は
市
消
防
本
部
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■申
・
問 

（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災

協
会　

☎
03

－

３
５
９
１

－

７
１
２
１

FAX 

03

－

３
５
９
１

－

７
１
３
０
ま
た

は
03

－

６
８
１
２

－

７
１
４
０

　

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
で
は
、

実
践
力
を
備
え
た
介
護
人
材
の
育
成

と
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
受
験
資

格
へ
の
支
援
を
図
る
た
め
、
実
務
者

研
修
、
実
践
講
習
、
就
職
支
援
な
ど

で
構
成
す
る
「
介
護
労
働
講
習
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

期
間　

６
月
２
日
㈫
～
11
月
10
日
㈫

会
場　

大
分
市
内

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

（
☎
０
９
７
４

－

22

－

８
６
０
９
）

申
込
締
切　

５
月
25
日
㈪

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス

ト
代
等
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

問 

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー
大
分

支
部　

☎
０
９

７

－

５
３
８

－

１

４
８
１

令
和
２
年
度 

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

相
談
会

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
会

講
　
習

防
災
管
理
新
規
講
習

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

介
護
労
働
講
習
（
実
務
者
研
修
含
む
）

大分合同新聞社旗争奪ソフトボール大会  参加チーム大募集！
　毎年恒例の大分合同新聞社旗争奪各地域ソフトボール大会の参加
チームを募集します。
　大会の詳細や申込方法については、お問い合わせ先までご連絡くだ
さい。

地域 大　会　名 開催期日 会　場 お問い合わせ先

竹田
第42回竹田地域町内
対抗ナイターソフト
ボール大会

５月25日㈪
～６月19日㈮

竹田市総合運動
公園

生涯学習課ス
ポーツ振興係
☎63-4817

荻
第52回荻地域自治会
対抗ソフトボール大会

４月19日㈰
竹田市立荻小学
校グラウンド他

荻公民館
☎68-2025
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スマートフォンで

納付ができます！

スマートフォンで納付ができます！

令和2年4月1日以降＊24時間365日　自宅でもいつでも簡単に納付が可能になります。

【納付できる科目等】

・個人市県民税（普通徴収） ・ケーブルネットワーク使用料 ・住宅使用料

・固定資産税 ・上水道料金 ・学校給食費

・軽自動車税 ・簡易水道料金 ・保育料

・国民健康保険税 ・浄化槽使用料 ・農地災害分担金

・介護保険料 ・農業集落排水施設使用料 ・施設災害分担金

・後期高齢者医療保険料 ・コミュニティプラント使用料

▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼

使用可能アプリ 詳細はコチラ↓

▼ 利用方法 ▼ アプリをダウンロードし、利用方法をご確認してください。

※アカウントの登録が必要です。

※ご利用できない金融機関があります。

▼ 留意事項 ▼

※コンビニ納付用のバーコード付納付書が必要です。（右図参照）

※アプリのご利用は無料ですが、ダウンロードや利用時にかかる

通信料は、別途利用者負担となります。

※汚れや破損などのためにバーコードが読み取れない納付書や、

納付金額が訂正された納付書はご利用できません。

※スマートフォンの端末機によっては、アプリをご利用できないことがあります。

※スマホ決済で納付後の納付書は、再度ご使用にならないでください。スマホ決済と他の納付方法

　での多重納付をした場合は、納付した科目ごとに当市担当課にお問い合せください。

バーコード付き納付書

見本

▼お問い合わせ先▼

竹田市役所

税務課 ☎63-4803　企画情報課 ☎63-4801　上下水道課 ☎63-4836　建設課 ☎63-4400

竹田中央学校給食共同調理場 ☎63-1170　社会福祉課 ☎63-4811　農林整備課 ☎63-4806

PAY
竹田市

　必要なものはスマートフォンとアプリだけ。

納付書のバーコードをスマートフォンで読み取り、

アプリを通して市税等を納付することができます。

今までのように、コンビニエンスストアや納付窓口

に出向かなくても納付することが可能となります。

ただし、領収書（「軽自動車税納税証明書 継続

検査用」を含む）は発行されませんので、領収書

が必要な方は、コンビニエンスストアや納付窓口

をご利用ください
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令和２年度竹田市人事異動

令
和
２
年
度
竹
田
市
人
事
異
動

【
令
和
２
年
４
月
１
日
付
　
（
　
）
内
は
旧
役
職
】

■
課
　
長

▽
企
画
情
報
課
総
合
政
策
室
長
（
総
務
課
参
事
（
組

織
・
人
事
担
当
）
兼
行
政
改
革
推
進
室
参
事
）
渡
邊

良
夫
▽
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
長
（
企

画
情
報
課
長
補
佐
兼
情
報
化
推
進
室
長
）
渡
辺
康
公

▽
総
合
文
化
ホ
ー
ル
参
事
兼
副
館
長
（
社
会
福
祉
課

長
補
佐
（
生
活
保
護
担
当
）
）
阿
南
裕
彦
▽
財
政
課

長
（
財
政
課
長
兼
市
有
財
産
経
営
管
理
室
長
）
吉
野

文
浩
▽
財
政
課
参
事
兼
財
政
係
長
（
財
政
課
長
補
佐

兼
財
政
係
長
）
筑
紫
聡
▽
税
務
課
長
（
生
涯
学
習
課

長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長
兼
直
入

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
）
山
口
誠
▽
市
民
課
長

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長
（
竹
田
中
央
学
校
給
食
共

同
調
理
場
長
兼
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
直

入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
）
堀
勇
進
▽
保
険
健
康

課
長
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
（
併
）
監
査
事

務
局
長
）
工
藤
直
樹
▽
子
育
て
・
医
療
セ
ン
タ
ー
長

（
教
育
総
務
課
長
兼
図
書
館
長
）
工
藤
哲
郎
▽
社
会

福
祉
課
長
（
福
祉
事
務
所
長
）
兼
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
保
険
健
康
課
長
）
宮
成
公
一
郎

▽
高
齢
者
福
祉
課
長
（
市
民
課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
長
）
大
神
正
己
▽
農
政
課
長
（
高
齢
者
福
祉
課

長
）
後
藤
聡
▽
商
工
観
光
課
長
兼
野
外
活
動
施
設
所

長
兼
瀧
廉
太
郎
記
念
館
長
兼
竹
田
温
泉
花
水
月
館
長

（
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
長
兼
文
化
財
管
理
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
歴
史
資
料
館
長
）
渡
辺
一
宏
▽
建
設
課

参
事
兼
管
理
調
整
室
長
（
建
設
課
課
長
補
佐
兼
都
市

デ
ザ
イ
ン
室
長
）
武
内
公
司
▽
上
下
水
道
課
長
（
建

設
課
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州
横
断
道
路
推
進
対
策
室

長
）
衛
藤
洋
一
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
農
政

課
長
）
吉
良
栄
三
▽
会
計
課
参
事
兼
契
約
検
査
室
長

（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）
古
澤
眞
治
▽
荻
支
所
長
兼

会
計
課
荻
分
室
長
（
併
）
生
涯
学
習
課
付
課
長
（
併
）

選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
長
（
上
下
水
道
課
長
）
赤

木
宏
幸
▽
久
住
支
所
長
兼
会
計
課
久
住
分
室
長
（
併
）

生
涯
学
習
課
付
課
長
（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同
調

理
場
付
場
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局
長

（
社
会
福
祉
課
長
（
福
祉
事
務
所
長
）
兼
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）
志
賀
郁
夫
▽
直
入
支
所

長
兼
会
計
課
直
入
分
室
長
兼
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館

御
前
湯
館
長
（
併
）
生
涯
学
習
課
付
課
長
（
併
）
直

入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
付
場
長
（
併
）
選
挙
管
理

委
員
会
直
入
支
局
長
（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
長
兼

会
計
課
直
入
分
室
長
兼
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御
前

湯
館
長
（
併
）
生
涯
学
習
課
付
課
長
（
併
）
直
入
学

校
給
食
共
同
調
理
場
付
場
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員

会
直
入
支
局
長
）
熊
谷
芳
浩
▽
教
育
総
務
課
長
（
商

工
観
光
課
長
兼
野
外
活
動
施
設
所
長
兼
瀧
廉
太
郎
記

念
館
長
兼
竹
田
温
泉
花
水
月
館
長
）
後
藤
惟
稔
▽
生

涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館

長
兼
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
（
久
住
支
所

地
域
振
興
課
長
兼
会
計
課
久
住
分
室
長
（
併
）
生
涯

学
習
課
付
課
長
（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場

付
場
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局
長
）
足

立
達
哉
▽
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
長
兼
文
化
財
管
理

セ
ン
タ
ー
所
長
（
総
合
文
化
ホ
ー
ル
参
事
兼
館
長
代

理
）
古
田
卓
▽
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

長
兼
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
直
入
学
校

給
食
共
同
調
理
場
長
（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）
後
藤
一
郎
▽
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
（
併
）
監
査
事
務
局
長
（
企
画
情

報
課
長
補
佐
兼
総
合
政
策
室
長
）
野
仲
芳
尊

■
課
長
補
佐

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
兼
行
政
改
革
推
進
室

長
補
佐
（
総
務
課
主
幹
兼
行
政
係
長
兼
行
政
改
革
推

進
室
係
長
）
後
藤
和
司
▽
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
総

合
政
策
室
長
補
佐
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢
者

福
祉
課
長
補
佐
兼
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
従

事
）
渡
部
哲
哉
▽
財
政
課
長
補
佐
兼
市
有
財
産
経
営

管
理
室
長
（
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
ま
ち
未
来
創
造

室
長
）
本
田
広
行
▽
税
務
課
長
補
佐
（
課
税
担
当
）（
商

工
観
光
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
）
阿
南
輝
明
▽

税
務
課
長
補
佐
（
資
産
担
当
）
（
税
務
課
長
補
佐
兼

資
産
係
長
）
佐
藤
俊
郎
▽
税
務
課
長
補
佐
兼
特
別
収

納
推
進
室
長
（
学
校
教
育
課
主
幹
兼
教
育
指
導
係
長
）

峯
野
憲
司
▽
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
（
市
民
課

主
幹
兼
市
民
係
長
）
堀
貴
美
子
▽
社
会
福
祉
課
長
補

佐
兼
管
理
係
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼
特
別
収
納
推
進

室
長
）
氏
田
哲
生
▽
社
会
福
祉
課
長
補
佐
（
生
活
保

護
担
当
）（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
管
理
係
長
）

甲
斐
正
寿
▽
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
白
丹
保
育
所
長

（
白
丹
保
育
所
主
幹
保
育
士
）
吉
野
万
千
世
▽
白
丹

保
育
所
主
幹
保
育
士
（
竹
田
保
育
所
主
幹
保
育
士
）

阿
南
明
美
▽
高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐
（
介
護
保
険
担

当
）
（
高
齢
者
福
祉
課
主
幹
兼
介
護
保
険
係
長
）
畑

山
京
子
▽
農
林
整
備
課
長
補
佐
（
農
村
計
画
担
当
）

（
農
政
課
長
補
佐
（
農
業
振
興
担
当
）
）
小
島
崇
▽

農
林
整
備
課
長
補
佐
（
地
籍
調
査
担
当
）
（
荻
支
所

地
域
振
興
課
主
幹
兼
産
業
建
設
係
長
）
安
南
泰
彦
▽

商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
（
税
務
課
長

補
佐
兼
課
税
係
長
）
佐
藤
禄
恵
▽
建
設
課
長
補
佐
（
土

木
担
当
）（
建
設
課
長
補
佐
（
都
市
デ
ザ
イ
ン
担
当
）
）

原
田
寿
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
調
整
室
長
補
佐
兼

道
路
管
理
係
長
（
建
設
課
主
幹
兼
道
路
管
理
係
長
）

加
藤
剛
▽
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
農
林

整
備
課
長
補
佐
（
地
籍
調
査
担
当
）
）
後
藤
将
道
▽

久
住
支
所
長
補
佐
（
支
所
長
代
理
）
（
併
）
久
住
学

校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会

久
住
支
局
次
長
（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼

人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
長
補
佐
（
併
）
久
住

学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員

会
久
住
支
局
次
長
（
企
画
情
報
課
農
村
回
帰
推
進
担

当
）
）
若
杉
浩
司
▽
久
住
支
所
長
補
佐
（
産
業
建
設

担
当
）（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
久

住
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
（
併
）
久
住
学
校
給
食

共
同
調
理
場
次
長
）
佐
藤
淳
一
郎
▽
直
入
支
所
長
補

佐
（
支
所
長
代
理
）
兼
市
民
係
長
兼
人
権
・
部
落
差

別
解
消
推
進
課
長
補
佐
（
併
）
直
入
学
校
給
食
共
同

調
理
場
次
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
次

長
（
企
画
情
報
課
農
村
回
帰
推
進
担
当
）
（
社
会
福

祉
課
長
補
佐
兼
障
が
い
福
祉
係
長
）
松
田
好
恵
▽
直

入
支
所
長
補
佐
（
産
業
建
設
担
当
）
（
併
）
直
入
学

校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
直
入
支
所
地
域
振
興
課

主
幹
兼
産
業
建
設
係
長
（
併
）
直
入
学
校
給
食
共
同

調
理
場
次
長
）
工
藤
賢
稔
▽
教
育
総
務
課
長
補
佐
（
総

務
担
当
）
（
図
書
館
次
長
）
大
塚
聡
子
▽
学
校
教
育

課
長
補
佐
兼
教
育
指
導
係
長
（
農
林
整
備
課
長
補
佐

兼
農
村
計
画
係
長
）
後
藤
靖
文
▽
生
涯
学
習
課
長
補

佐
（
公
民
館
・
生
涯
学
習
担
当
）
兼
中
央
公
民
館
次

長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
次
長
（
農
林
整
備
課
主
幹
兼

庶
務
係
長
）
橋
爪
妙
子

■
係
　
長

▽
総
務
課
秘
書
広
報
係
長
（
商
工
観
光
課
）
森
田
康

之
▽
総
務
課
職
員
係
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
係
長

（
総
務
課
職
員
係
長
）
工
藤
渡
▽
企
画
情
報
課
総
合

政
策
室
主
幹
（
保
険
健
康
課
主
幹
兼
管
理
係
長
兼
こ

ど
も
診
療
所
管
理
係
長
）
大
久
保
正
光
▽
企
画
情
報

課
総
合
政
策
室
係
長
（
財
政
課
市
有
財
産
経
営
管
理

室
係
長
）
児
玉
貴
生
▽
総
合
文
化
ホ
ー
ル
主
幹
兼
係

長
（
総
合
文
化
ホ
ー
ル
係
長
）
関
口
恵
介
▽
税
務
課

課
税
係
長
（
企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
室
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
係
長
）
井
上
久
憲
▽
税
務

課
主
幹
兼
資
産
係
長
（
上
下
水
道
課
主
幹
兼
庶
務
係

長
）
馬
場
勇
二
▽
市
民
課
主
幹
兼
環
境
対
策
室
長
（
企

画
情
報
課
ま
ち
未
来
創
造
室
係
長
）
髙
橋
英
明
▽
保

険
健
康
課
主
幹
兼
管
理
係
長
（
総
務
課
主
幹
兼
秘
書

広
報
係
長
）
佐
田
圭
司
▽
保
険
健
康
課
主
幹
兼
国

保
・
高
齢
者
医
療
主
任
管
理
栄
養
士
（
保
険
健
康
課

主
幹
兼
主
任
管
理
栄
養
士
）
堀
田
貴
子
▽
社
会
福
祉
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会
計
課
荻
分
室
長

馬
場
勇
二
▽
市
民
課
主
幹
兼
環
境
対
策
室
長

課
主
幹
兼
障
が
い
福
祉
係
長
（
荻
支
所
地
域
振
興
課

係
長
（
兼
会
計
課
荻
分
室
係
長
）
）
髙
橋
和
子
▽
高

齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
（
高
齢
者
福
祉
課
）
大

窪
孝
幸
▽
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
係
長
（
農
政
課
）

進
堅
大
▽
農
林
整
備
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
（
社
会
福

祉
課
主
幹
兼
管
理
係
長
）
羽
田
野
京
子
▽
農
林
整
備

課
農
村
計
画
係
長
（
市
民
課
環
境
衛
生
係
長
）
佐
藤

淳
一
▽
農
林
整
備
課
地
籍
調
査
係
長
（
直
入
支
所
地

域
振
興
課
）
廣
橋
秀
晃
▽
建
設
課
主
幹
兼
土
木
係
長

（
建
設
課
主
幹
兼
道
路
河
川
係
長
）
吉
野
謙
吾
▽
建

設
課
管
理
調
整
室
主
幹
兼
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州
横
断

道
路
推
進
係
長
（
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州
横
断
道
路
推

進
対
策
室
）
山
口
浩
輔
▽
荻
支
所
主
幹
（
市
民
担
当
）

兼
支
所
長
代
理
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
次

長
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
（
市
民
担
当
）
兼
人

権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
主
幹
（
併
）
選
挙
管
理

委
員
会
荻
支
局
次
長
（
企
画
情
報
課
農
村
回
帰
推
進

担
当
）
）
小
出
紀
美
子
▽
荻
支
所
主
幹
兼
市
民
係
長

兼
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
主
幹
（
併
）
（
企

画
情
報
課
農
村
回
帰
推
進
担
当
）
（
荻
支
所
地
域
振

興
課
市
民
係
長
）
荒
井
孝
廣
▽
荻
支
所
主
幹
兼
産
業

建
設
係
長
（
農
林
整
備
課
主
幹
兼
地
籍
調
査
係
長
）

後
藤
誠
郎
▽
荻
支
所
主
幹
（
産
業
建
設
担
当
）
（
荻

支
所
地
域
振
興
課
主
幹
）
赤
木
康
造
▽
久
住
支
所
主

幹
兼
市
民
係
長
兼
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
主

幹
（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
幹
（
企
画

情
報
課
農
村
回
帰
推
進
担
当
）
（
久
住
支
所
地
域
振

興
課
主
幹
兼
市
民
係
長
（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同

調
理
場
次
長
）
橋
本
一
彦
▽
久
住
支
所
主
幹
兼
産
業

建
設
係
長
（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
幹

（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
兼
産
業
建
設
係
長

（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
）
中
村
祐

二
▽
直
入
支
所
主
幹
（
産
業
建
設
担
当
）
（
併
）
直

入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
幹
（
議
会
事
務
局
議
事

係
長
）
久
保
芳
久
▽
直
入
支
所
産
業
建
設
係
長
（
併
）

直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
係
長
（
企
画
情
報
課
農

村
回
帰
推
進
担
当
）
（
総
務
課
係
長
（
秘
書
担
当
）
）

久
米
哲
也
▽
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
公
民
館
・
生
涯
学

習
係
長
兼
中
央
公
民
館
係
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
係

長
（
総
合
文
化
ホ
ー
ル
主
幹
）
江
渡
孝
行
▽
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
（
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
係
長
）
丸
小
野
真
紀
▽
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
主

幹
兼
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
係
長
（
ま
ち
づ
く
り
文
化

財
課
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
係
長
）
櫟
浦
幸
徳
▽
ま
ち

づ
く
り
文
化
財
課
主
幹
（
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
係

長
）
真
田
博
幸
▽
議
会
事
務
局
議
事
係
長
（
企
画
情

報
課
）
佐
田
達
也
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
管
理
係
長

（
生
涯
学
習
課
公
民
館
・
生
涯
学
習
係
長
兼
中
央
公

民
館
係
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
係
長
）
佐
藤
正
子

■
一
　
般

▽
総
務
課
（
企
画
情
報
課
）
堀
琢
磨
、
（
財
政
課
）

小
野
真
吾
、
（
畜
産
振
興
室
）
渡
邉
一
義
、
（
高
齢
者

福
祉
課
）
鷲
司
亮
子
、
（
社
会
福
祉
課
）
原
田
空
、
（
消

防
本
部
）
内
川
大
地
▽
企
画
情
報
課
（
農
政
課
）
重

石
和
紀
、
（
市
民
課
）
佐
田
直
人
、
（
農
政
課
）
工
藤

貴
大
▽
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
企
画

情
報
課
）
山
村
明
、
（
教
育
総
務
課
）
鍵
小
野
智
哉

▽
財
政
課
（
社
会
福
祉
課
）
矢
須
田
透
▽
税
務
課
（
会

計
課
）
佐
藤
美
紀
▽
市
民
課
（
総
務
課
）
佐
藤
雅
子
、

（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
）
山
本
美
幸
▽
保
険
健
康

課
（
市
民
課
）
髙
本
輝
美
、
（
総
務
課
）
木
津
史
恵

▽
こ
ど
も
診
療
所
（
保
険
健
康
課
）
宮
原
亨
▽
社
会

福
祉
課
（
総
務
課
）
森
淳
史
、
（
税
務
課
）
足
立
久

知
▽
農
政
課
（
商
工
観
光
課
）
島
村
育
郎
、
（
税
務
課
）

荒
木
創
太
、
（
税
務
課
）
佐
藤
直
哉
、
（
税
務
課
）
沖

裕
哉
▽
畜
産
振
興
室
（
生
涯
学
習
課
）
足
達
京
悟
▽

農
林
整
備
課
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
）
黒
林
達
也
▽

商
工
観
光
課
（
企
画
情
報
課
）
中
島
亜
紀
子
、
（
企

画
情
報
課
）
後
藤
雅
人
、
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お
い
た

派
遣
）
（
社
会
福
祉
課
）
牛
尾
公
一
▽
建
設
課
（
生

涯
学
習
課
）
後
藤
正
樹
、
（
総
務
課
）
志
賀
直
樹
▽

会
計
課
（
保
険
健
康
課
）
大
津
愛
実
▽
契
約
検
査
室

（
建
設
課
）
塩
飽
壮
平
▽
荻
支
所
（
農
林
整
備
課
）

後
藤
和
文
、
（
社
会
福
祉
課
）
後
藤
宗
子
▽
久
住
支

所
（
市
民
課
）
内
田
英
子
▽
教
育
総
務
課
（
建
設
課
）

工
藤
健
▽
生
涯
学
習
課
（
農
林
整
備
課
）
菊
地
謙

一
▽
歴
史
文
化
館
（
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
）
工

藤
心
平

■
令
和
２
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
池
永
徹
（
理
事
）
▽
相
馬
隆
英
（
税
務
課
長
）
▽
坂

本
信
江
（
保
険
健
康
課
付
課
長
（
こ
ど
も
診
療
所
・

温
泉
療
養
担
当
）
）
▽
安
達
敬
一
（
畜
産
振
興
室
長
）

▽
志
賀
清
隆
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
▽
清
水

禎
治
（
契
約
検
査
室
長
）
▽
安
藤
信
次
（
契
約
検
査

室
参
事
）
▽
岩
本
郁
（
荻
支
所
長
）
▽
深
田
徹
（
荻
支

所
地
域
振
興
課
長
）
▽
志
賀
良
雄
（
久
住
支
所
長
）
▽

後
藤
芳
彦
（
直
入
支
所
長
）
▽
菊
池
享
子
（
教
育
総

務
課
参
事
）
▽
岩
下
久
美
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼

白
丹
保
育
所
長
）
▽
大
濱
寿
賀
子
（
直
入
支
所
地
域

振
興
課
長
補
佐
）
▽
渡
部
泰
彦
（
税
務
課
）

■
令
和
２
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
矢
野
希
（
税
務
課
）
▽
稗
田
友
宏
（
社
会
福
祉
課
）

▽
後
藤
芳
奈
（
社
会
福
祉
課
）
▽
岩
本
圭
太
郎
（
高

齢
者
福
祉
課
）
▽
足
立
南
（
久
住
支
所
）

■
令
和
２
年
４
月
２
日
付
任
期
付
採
用

▽
池
永
徹
（
理
事
）▽
渡
辺
英
治
（
畜
産
セ
ン
タ
ー
長

兼
畜
産
振
興
室
長
）
▽
志
賀
哲
哉
（
教
育
理
事
）
▽
佐

藤
晃
洋
（
歴
史
文
化
館
長
）

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

【
令
和
２
年
４
月
１
日
付
　
（
　
）
内
は
旧
役
職
】

■
消
防
本
部
・
課
長

▽
消
防
長
任
消
防
司
令
長
（
次
長
兼
庶
務
課
長
兼
警

防
課
長
）
志
賀
和
吉
▽
消
防
署
長
兼
庶
務
課
長
兼
警

防
課
長
（
消
防
署
長
）
佐
藤
浩
和

■
消
防
本
部
・
係
長

▽
警
防
係
長
（
消
防
・
調
査
係
長
兼
当
直
長
）
工
藤

幸
司

■
消
防
本
部
・
一
般

▽
市
長
部
局
出
向
（
併
）
消
防
本
部
付
（
消
防
署
救

助
係
）
内
川
大
地
▽
警
防
課
予
防
係
（
消
防
署
通
信

係
）
前
田
翔

■
消
防
署
・
課
長
補
佐

▽
久
住
分
署
副
分
署
長
（
警
防
係
長
）
中
村
良
太

■
消
防
署
・
係
長

▽
消
防
・
調
査
係
長
兼
当
直
長
（
市
長
部
局
）
阿
部

晋
一
郎

■
消
防
署
・
一
般

▽
消
防
署
救
助
係
（
消
防
本
部
警
防
課
予
防
係
）
廣

岡
幸
三
、
（
久
住
分
署
消
防
係
）
佐
久
間
洋
平
▽
消

防
署
救
急
係
（
消
防
署
通
信
係
）
村
中
将
斗
志
、
（
久

住
分
署
救
急
隊
）
吉
野
隆
史
▽
消
防
署
通
信
係
（
消

防
署
救
助
係
）
塩
谷
一
郎
、
（
消
防
署
救
助
係
）
阿

部
優
樹
、
（
消
防
署
救
助
係
）
阿
南
大
樹
▽
久
住
分

署
（
消
防
署
救
助
係
）
大
塚
涼
太
、
（
消
防
署
救
急
係
）

釘
宮
翔
太
、
（
消
防
署
通
信
係
）
大
塚
健
人

■
令
和
２
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
大
塚
正
三
（
消
防
長
）
▽
飯
田
精
華
（
久
住
分
署
長
）

▽
畑
山
宗
徳
（
久
住
分
署
）

■
令
和
２
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
佐
藤
峻
輔
（
消
防
本
部
庶
務
課
付
）
▽
倉
田
拓
真

（
消
防
本
部
庶
務
課
付
）
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監

査

公

表
竹
田
市
監
査
委
員

児

　玉

　淳

　一

阿

　部

　雅

　彦

　
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
令
和
元
年
11

月
か
ら
令

和
２
年
２
月
ま
で
の
各
月
に
お
い

て
、
市
長
部
局
、
議
会
事
務
局
、
教
育

委
員
会
、
農
業
委
員
会
及
び
財
政
援

助
団
体
等
の
監
査
を
実
施
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

　
財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ
い

て
は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当
日

は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書
類
等

の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い
て
修

正
が
必
要
な
箇
所
は
改
善
す
る
よ
う

指
導
し
た
。

    

市
長
部
局

■
荻
支
所
地
域
振
興
課

　
大
蘇
ダ
ム
の
供
用
開
始
を
控
え
、

荻
地
域
の
農
業
振
興
に
一
層
努
め
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
指
定
管
理
施
設
の
最
終
的
な
責
任

は
市
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
施
設
へ

の
定
期
的
な
訪
問
な
ど
を
通
じ
、
管

理
運
営
等
の
指
導
を
更
に
強
化
す
る

よ
う
検
証
・
検
討
を
重
ね
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
社
会
福
祉
課

　
障
が
い
者
及
び
生
活
困
窮
者
に
対

す
る
相
談
・
就
労
支
援
等
を
行
い
、

自
立
支
援
の
強
化
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
す
ま
い
る
）
を
活
用
し
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
体
制
を
確
立
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

　
児
童
虐
待
等
の
予
防
・
早
期
発
見

の
た
め
、
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携

の
も
と
適
切
な
支
援
を
図
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
高
齢
者
福
祉
課

　
第
７
期
老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
自
立
支
援
と
介
護
予

防
に
一
層
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も

に
、
介
護
職
場
の
人
手
不
足
が
深
刻

な
状
況
か
ら
、
市
と
し
て
様
々
な
研

修
等
を
実
施
し
て
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
税
務
課

　
税
負
担
の
公
平
性
と
税
収
入
の
確

保
の
た
め
、
引
き
続
き
適
正
な
税
務

事
務
の
執
行
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
契
約
検
査
室

　
公
共
事
業
の
適
切
な
執
行
と
品
質

の
確
保
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
事

務
手
続
き
の
適
正
化
を
推
進
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
市
民
課

　
市
民
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
窓

口
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
市
民
の
基
礎
情

報
の
整
備
と
適
正
な
維
持
管
理
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
一
層
努
め
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

　
地
域
経
済
が
厳
し
い
環
境
の
中
、

商
工
観
光
振
興
の
更
な
る
取
り
組

み
を
要
望
す
る
。

　
指
定
管
理
施
設
の
最
終
的
な
責

任
は
市
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
施
設

へ
の
定
期
的
な
訪
問
な
ど
を
通
じ
、

管
理
運
営
等
の
指
導
を
更
に
強
化

す
る
よ
う
検
証
・
検
討
を
重
ね
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
保
険
健
康
課

　
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
な
推
進
事
業
の
実
施
を
目

指
し
、
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

一
層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
こ
ど
も
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
に
密

着
し
た
小
児
医
療
体
制
の
安
定
的
な

運
営
に
全
力
で
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
企
画
情
報
課

　
ふ
る
さ
と
納
税
、
農
村
回
帰
支
援

事
業
、
企
業
誘
致
等
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
人
材
を
確
保
し
な
が
ら

継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

　
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
関
係
課

と
総
力
を
挙
げ
て
積
極
的
な
支
援
を

要
望
す
る
。

■
消
防
本
部

　
市
民
の
命
を
守
る
救
急
業
務
の
高

度
化
に
つ
い
て
は
、資
格
取
得
と
と
も

に
十
分
な
研
修
機
会
の
確
保
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
消
防
団
活
動
の
安
全
確
保
対
策
に

つ
い
て
は
、
装
備
の
充
実
と
と
も
に

効
率
的
な
組
織
構
成
を
目
指
し
検
討

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
新
文
化
ホ
ー
ル
管
理
運
営
基
本
計

画
に
定
め
た
「
多
彩
な
文
化
芸
術
活

動
、
人
々
の
交
流
、
生
涯
学
習
を
通

じ
て
竹
田
市
の
魅
力
を
高
め
、
外
に

向
け
て
発
信
し
、
ま
ち
を
活
性
化
さ

せ
る
『
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
』
と
し

て
の
役
割
」
を
果
た
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
総
務
課

　
第
３
次
竹
田
市
行
財
政
改
革
大
綱

の
検
証
評
価
を
行
い
、
組
織
・
機
構

改
革
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
事
務

事
業
の
見
直
し
や
事
務
改
善
を
図
り

な
が
ら
、
効
率
的
な
行
政
運
営
に
一

層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
指
定
管
理
施
設
の
最
終
的
な
責
任

は
市
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
調

整
に
一
層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

   

議
会
事
務
局

　
議
場
の
放
送
・
照
明
設
備
等
の
機

能
診
断
評
価
を
実
施
し
て
、
安
定
し

た
議
会
中
継
に
取
り
組
み
、
議
会
活

動
の
一
層
の
広
報
に
努
め
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

    

教
育
委
員
会

■
教
育
総
務
課

　
児
童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
や
衛

生
の
観
点
か
ら
も
、
小
中
学
校
施
設

の
ト
イ
レ
改
修
を
早
期
に
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
小
中
学
校
の
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
整
備
を

要
望
す
る
。

■
学
校
教
育
課

　「
教
育
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
」
の

10
年
目
（
第
４
フ
ェ
ー
ズ
）
を
迎
え

「
竹
田
の
教
育
の
連
鎖
」「
主
体
的

に
学
び
続
け
る
子
ど
も
」
そ
し
て
「
能

動
的
に
学
び
続
け
る
教
員
」
を
目
指

し
、
地
域
や
学
校
と
連
携
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
、
学
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力
、
体
力
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み

を
一
層
強
化
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課

　
令
和
元
年
度
策
定
す
る
岡
城
跡
の

保
存
活
用
計
画
に
基
づ
き
、
魅
力
発

信
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
文
化

財
保
護
に
一
層
努
め
ら
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
歴
史
資
料
館

　
岡
城
と
田
能
村
竹
田
、
竹
田
市
の

歴
史
文
化
を
紐
解
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
目
指
し
、
旧
城
下
町
エ
リ
ア
の
賑

わ
い
を
育
む
城
下
町
交
流
拠
点
施
設

と
し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
中
で
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を
把
握

し
、
関
係
課
と
連
携
し
な
が
ら
地
域

の
社
会
福
祉
の
増
進
に
一
層
寄
与
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

　
指
定
管
理
施
設
の
最
終
的
な
責
任

は
市
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
施
設
へ

の
定
期
的
な
訪
問
な
ど
を
通
じ
、
管

理
運
営
等
の
指
導
を
更
に
強
化
す
る

よ
う
検
証
・
検
討
を
重
ね
る
よ
う
要

　LINEのやり取りが原因で、恋愛が前に進まないケースが結

構多いなぁと最近感じています。デートの雰囲気はよかった

し、お互いに好印象だったのに、LINEでつまずく。

　確かに婚活でのLINE って難しいんです。だって、知り合っ

て間もないから、相手のことをそう知らないわけですよね。

その上で、相手の表情も、声のトーンもなしに、意図を読み

とかないといけない。相手のメッセージの意図をカン違いす

ることも多いし、相手がそのLINEを読んで戸惑ったとして

も、その表情は見えないのでフォローすることはできないの

です。

　けれど、「LINE難しいよね」で諦めてしまっては、LINEが

ネックで婚活が進まない方が多く出てしまいます。話題選

び、絵文字・スタンプづかい、距離の縮め方などをちょっと

工夫するだけで、まずフェードアウトはしなくなります。

　一つだけ具体例を挙げると… LINEでアピールしたり、口説

こうとするとまず「キモイ」と思われます！口説くのはデー

トの時に！これ、覚えててくださいね。

　他のコツに関しては…無料相談でもお伝

えできます。お気軽にご連絡くださいね。

竹田えんむすび（http://taketa-en.info/）

　
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
を
推

進
す
る
た
め
、
竹
田
市
・
地
域
住
民

及
び
関
連
事
業
者
が
相
互
に
密
接
な

連
携
を
果
た
す
「
中
心
的
推
進
母
体
」

と
し
て
、
城
下
町
の
経
済
的
活
性
化

を
目
指
す
実
践
者
の
立
場
で
一
層
の

取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

■
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
竹
田
市
民
の
誰
も
が
単
に
支
援
を

受
け
て
暮
ら
し
や
す
い
だ
け
で
な

く
、「
輝
い
て
暮
ら
せ
る
よ
う
」
福

祉
社
会
の
実
現
並
び
に
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
竹
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
財
政
及
び
経
営
の
安

定
化
を
図
り
、
財
務
状
況
の
改
善
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
地

域
課
題
を
把
握
し
て
、
解
決
を
試
み

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

■
農
村
商
社
わ
か
ば

　
市
内
で
生
産
さ
れ
た
特
産
品
の
ブ

ラ
ン
ド
化
並
び
に
流
通
販
路
拡
大
を

図
り
、
加
え
て
市
内
観
光
施
設
と
の

情
報
共
有
の
も
と
、
農
家
の
支
援
と

観
光
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

　
学
校
給
食
受
託
事
業
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
衛
生
管
理
を
徹
底
し

安
心
安
全
な
給
食
の
提
供
に
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

望
す
る
。

   

農
業
委
員
会

　
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
募
集
、
そ
れ
に
伴
う
周
知
・

広
報
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

竹
田
市
の
農
地
利
用
の
最
適
化
に
一

層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

    

財
政
援
助
団
体
等

■
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社

竹田の婚活を“のぞき見”コラム⑮

婚活での大きな山はLINE!?

フェードアウトを防ぐには？

竹田えんむすび公式サポーター
合同会社fufu  代表 市原史帆

　
３
月
23
日
、
竹
田
市
消
防
本
部
に

新
し
く
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
導
入
さ
れ
、
配
車
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
運
用
し
て
い
た
車
両
は

18
年
経
過
し
老
朽
化
し
た
た
め
、
今

回
車
両
と
積
載
す
る
機
材
を
併
せ
て

更
新
し
た
も
の
で
す
。

　
乗
車
定
員
６
人
の
新
し
い
車
両
に

は
、
現
行
車
両
と
同
じ
２
千
リ
ッ
ト

ル
の
水
を
積
載
。
耐
火
造
の
建
築
物

火
災
や
車
両
火
災
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
火
災
に
対
応
す
る
た
め
、
泡
消
火

剤
を
自
動
で
混
合
す
る
機
能
や
特
殊

ノ
ズ
ル
、
電
動
破
壊
器
具
を
備
え
、

夜
間
で
も
隊
員
が
安
全
に
活
動
を
行

え
る
よ
う
車
両
屋
根
に
倒
立
式
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
投
光
器
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
消
防

業
務
の
よ
り
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ

ま
す
。

市民の安心安全を守る

↑新しく配車された水槽付消防ポンプ自動車
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高齢者大学の受講生を募集します／人権シリーズぬくもり／まるごと博物館

　
大
岩
岬
は
明
治
12
（
１
８
７

９
）
年
、
竹
田
町
で
大
岩
梢
の
次

男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
17
歳

に
な
っ
た
明
治
29
（
１
８
９
６
）

年
、
直
入
・
大
野
両
郡
（
現
竹
田

市
・
豊
後
大
野
市
）
を
地
盤
と
す

る
衆
議
院
議
員
の
朝
倉
親
為
の
世

話
で
上
京
し
ま
し
た
。
進
学
す
る

つ
も
り
で
し
た
が
学
費
の
目
途
が

た
た
ず
、
大
蔵
省
に
雇
（
臨
時
職

員
）
と
し
て
勤
め
学
資
を
稼
ぐ
こ

と
に
し
ま
し
た
。
働
き
な
が
ら
工

商
学
校
夜
学
部
に
入
学
し
寝
食
も

忘
れ
て
勉
励
し
ま
し
た
が
、
無
理

を
し
た
た
め
病
気
に
な
り
、
郷
里

竹
田
に
帰
り
療
養
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
静
か
な
稲
葉
川
の
河
畔

で
釣
り
を
楽
し
み
、
裏
山
の
小
鳥

の
声
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
こ
の
間

も
独
学
自
修
に
励
み
ま
し
た
。
２

年
間
の
保
養
を
経
て
治
癒
す
る

と
、
両
親
の
勧
め
も
あ
り
明
治
31

（
１
８
９
８
）
年
、
文
官
普
通
試

験
に
合
格
し
、
熊
本
税
務
監
督
局

に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
同
38
（
１
９
０
５
）
年
再
び

上
京
し
て
大
蔵
省
に
入
省
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
公
務
員
は
自
分
の

性
格
に
合
わ
な
い
と
思
い
、
同
40

（
１
９
０
７
）
年
実
業
界
に
転
身

を
決
意
し
ま
し
た
。

　
早
速
、
日
本
化
学
工
業
株
式
会

社
（
資
本
金
１
７
５
万
円
）
を
設

立
し
、
名
目
的
な
社
長
を
大
倉
喜

八
郎
に
依
頼
し
て
、
会
社
の
実
質

的
経
営
は
自
ら
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
予
想
に
反
し

て
経
営
は
困
難
が
続
き
、
経
営
者

と
し
て
の
資
質
に
欠
け
て
い
る
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の
姿
を

見
た
大
倉
社
長
は
、
経
営
者
よ
り

実
務
者
に
向
い
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
助
言
し
、
自
身
の
経
営
す

る
大
倉
組
入
社
を
奨
め
ま
し
た
。

　
大
岩
岬
は
悩
み
ま
し
た
が
、

や
っ
と
自
分
に
合
っ
た
仕
事
は
実

務
者
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
ま
し

た
。
大
倉
組
に
転
職
し
て
か
ら
は

実
力
を
発
揮
し
て
信
任
も
厚
く
、

総
務
部
長
に
昇
進
し
ま
し
た
。

　
博
識
で
計
数
に
強
い
頭
脳
の
持

ち
主
は
、
曲
折
し
な
が
ら
適
職
を

見
つ
け
た
の
で
す
。（

本
田
　
耕
一
）

※

文
中
敬
称
を
略
し
ま
し
た

※

参
考
図
書
　
大
分
県
人
士
録

「曲折して適職に就く」　大岩　岬

ま
る
ご
と
博
物
館

172

↑大岩　岬氏

↑「楽しく生きる～きらきら輝く明日のた
めに～」をテーマに、腹話術を用いて講
演する古澤アサ子さん

高
齢
者
大
学
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

学
び
の
意
欲
、
一
生
涯

生き生きと
活動できる社会に
～高齢者の人権問題～

　我が国においては少子高齢化

が進み、その進展の速度に比べ

て、国民の意識や社会のシステムの対応が遅れていると

指摘されています。このような中、高齢者に対する精神

的・身体的虐待や社会参加の困難性も問題となり、高齢

者といってひとくくりにするのではなく、その人自身を見

つめることが求められています。

　そこで、私たちは自分の問題としてどのように考え行

動すればよいのでしょうか。

　以前の日本の社会においては「隠居」という言葉があ

るように、歳をとり仕事などをやめたあとは世の中のこ

とには関わらず、のんびりと静かに暮らすという考え方

が支配的でした。このような考え方は、高齢者に対して

見下すような意識を生み、疎外へとつながっていく恐れ

があります。

　核家族化が進み、地域の人間関係の希薄化が問題と

なっている現代社会においては、高齢者のすぐれた経験

を生かした地域づくりが求められています。高齢者の人

権を確立するためには、人を年齢で決めつけるのではな

く、すべての人が社会を構成する一員として、生き生き

と活動できるような社会づくりが必要とされているので

はないでしょうか。

　わたしたちは、誰もが歳をとり、高齢者になります。

高齢者の問題は、わたしたち自身の問題でもあるのです。

問 生涯学習課　☎63-4817

人
権シリーズ　No.60

　
本
市
で
は
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
「
令
和
２
年
度
竹
田
市

高
齢
者
大
学
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

　
本
市
の
歴
史
や
文
化
、
健
康
な
ど

に
関
す
る
教
養
を
深
め
ま
せ
ん
か
？

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
４
月
24
日
㈮

開
講
式
　
５
月
中
旬
を
予
定

※

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
・
問 

生
涯
学
習
課
　
☎
63-

４
８
１
７

　 

荻
公
民
館
　
　
☎
68-

２
０
２
５

　 

久
住
公
民
館
　
☎
76-

０
７
１
７

　 

直
入
公
民
館
　
☎
75-

２
２
４
０

腹
話
術
で
学
習
深
め
る

　
２
月
27
日
、
竹
田
市
高
齢
者
大
学

竹
田
学
級
の
２
月
学
習
会
が
市
役
所

本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
腹
話
術
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
大
分
市

在
住
の
元
竹
田
市
職
員
、
古
澤
ア
サ

子
さ
ん
（
77
歳
）。
人
形
が
実
際
に

喋
っ
て
い
る
よ
う
に
操
り
な
が
ら
、

楽
し
く
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め

の
方
法
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

おお     いわ　　　  みさき
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□□□□□□□□□□

今月の読み聞かせ

開館のご案内

他100冊ほど入りました。

新刊のご案内

那須田　淳

山中　麻葉
恩田　陸
畠中　恵

立川　談春

早川　ユミ

タニヤ・シュテーブナー　著／
駒形　絵／中村　智子　訳

大崎　悌造　作／ありが　ひとし　画

斉藤　洋　作／村田　桃香　絵

編集委員会　編／
みなみ　ななみ　まんが

ヨシタケシンスケ

たあ先生　作／あいはら　ひろゆき　文

春爛漫、気持ちも新たに始まりの季節になりました。
桜も咲きほころび、入学や進級、新社会人…希望に満ちた旅立ちのときです。
図書館では春の本、出会いの本など特集コーナーを設置しています。
皆さん、どんな本と出会えるでしょうか？

　大分県出身で芥川賞作家の小野正嗣さ

んが、毎日新聞に連載されていたものを加

筆・修正した一冊です。

　「みなさんの身に、みなさんの土地に、

何が起きたのですか」―土地と人々の記憶

が紡ぐ珠玉の物語。

　これは夢か現か幻か、なつかしくて不可

思議な心をざわつかせる36編からなる掌

編小説集です。

おはなしひろば・おはなしルーム・たけのこ文庫のおはなし会は今月はお休みします。

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「踏み跡にたたずんで」

小野　正嗣　　毎日新聞出版

　さくらの季節がやってきました！「わたしは
さくらの木。春には花を咲かせます。」
　リズミカルな文章で一本のさくらの一年のド
ラマを素敵な絵とともに描いた一冊。長谷川摂
子さんの優しい言葉が心に染み入る一冊です。

竹田市立図書館もエントリーしています！
　生活ガイド.com主催のみんなのランキング「外観も内観もス
テキ♪利用したい図書館ランキング」（https://www.seikatsu-
guide.com/rank_minna/vote/12/）に市立図書館もエント
リーしています。投票期間は４月13日㈪まで。
※投票には生活ガイド.com会員登録が必要です。

「さくら」

　竹田市立図書館では、一団体につき50冊の本を２か月間貸出で
きる団体貸出を行っています。
　現在、小中学校や放課後児童クラブ、読み聞かせグループ、グルー
プホームなど50団体ほどが登録をしてご利用いただいています。
　最初にカウンターで登録申込みをしてからのご利用になります。
新年度から図書館の本をそれぞれの場所で自由に読める取り組み
を始めてみてはいかがでしょうか？
　詳しくは図書館までお問い合わせください。

団体貸出のご案内

「小学生になったら図鑑」
入学準備から小学校生活まで楽しくなるコツとヒント366

長谷川　康男　監修　　ポプラ社

長谷川　摂子　文／矢間　芳子　絵　　福音館書店

児童書

４月

一般書

　入学前に知っておきたいこと、入ってから

役立つこと366項目を写真やイラストで解

説しています。

　最初のページは「みたい！しりたい！１ね

んせいの１にち」。カラー写真で登校してか

ら放課後までの１年生の１日がまるごとわ

かります。

　また本編は、がっこう、がくしゅう、せい

かつ、あんぜん、ともだち、なぜ？なに？ど

うしよう！の項目に分かれていて、わかりやすく説明しています。

　必要なときにすぐに役立つ情報がいっぱいです。

読み
聞かせに

おすすめの
１冊

一般書
・緋色のマドンナ―陶芸家・神山清子物語［ポプラ社］

・アーミッシュカントリーの美しい暮らし
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市長コラム

〈第127回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有

由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま

れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が

働くからであるという意味です。

歴
史
文
化
は
立
ち
止
ま
る
と
た
だ
の
過
去
に
な
っ
て
し
ま
う

　
先
月
下
旬
に
待
望
の
連
載
が
始
ま
っ
た
。

　
竹
田
市
の
文
化
大
使
で
あ
る
作
家
、
赤
神
諒
先

生
の
『
は
ぐ
れ
鴉
』
が
小
説
す
ば
る
の
４
月
号
に

登
場
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
４
月
号
に
は
赤
神
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
も
同
時
掲
載
さ
れ
、『
大
分
県
竹
田
市
の
秘

め
ら
れ
た
歴
史
に
魅
せ
ら
れ
て
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
先
生
自
ら
が
語
っ
て
お
ら
れ
る
。

　
先
生
は
大
友
宗
麟
に
関
係
す
る
小
説
を
次
々
に

発
表
さ
れ
て
い
る
し
、『
大
友
二
階
崩
れ
』
と
い

う
小
説
で
第
９
回
日
経
小
説
大
賞
も
獲
得
し
て
い

る
。
大
分
県
と
の
縁
が
深
い
こ
と
も
あ
っ
て
大
分

合
同
新
聞
社
の
児
玉
東
京
支
社
長
（
当
時
）
を
通

じ
て
知
己
を
得
た
。

　
そ
れ
以
来
、
竹
田
市
の
歴
史
、
特
に
岡
城
や
竹

田
市
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
に
興
味
を
抱
い
て
い

た
だ
き
、
つ
い
に
昨
年
は
小
説
の
舞
台
に
も
採
用

い
た
だ
い
て
地
元
の
入
田
一
族
の
津
賀
牟
礼
城
に

も
登
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
も
歓
待
さ
れ
た
赤
神
先
生

は
、
竹
田
市
を
舞
台
に
、
そ
し
て
竹
田
市
の
歴
史

を
基
軸
に
し
た
小
説
の
構
想
を
練
っ
て
新
作
を
発

表
す
る
と
誓
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

も
と
ん
と
ん
拍
子
。
集
英
社
の
小
説
す
ば
る
で
連

載
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
つ
い
最
近
で
は
、
や
は
り
小
説
家
の
諸
田
玲
子

さ
ん
や
行
動
美
術
協
会
の
会
友
で
あ
り
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
作
品
で
今
年
度
最
高
賞
を
受
賞
し
た

寺
本
清
子
さ
ん
ら
も
竹
田
市
を
訪
れ
て
く
れ
た
。

　
歴
史
や
文
化
芸
術
に
秀
で
た
人
物
に
共
通
し
て

い
る
の
は
、
そ
の
精
神
性
の
高
さ
と
言
葉
の
あ
た

た
か
さ
。
つ
ま
り
、
感
性
の
豊
か
さ
が
人
間
性
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
築
き
上

げ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
付
け
加
え
て
申
し

上
げ
れ
ば
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
は
声
高

に
文
化
論
や
芸
術
論
を
口
に
し
な
い
謙
虚
さ
を
お

持
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
大
き
な
賞
を
取
っ
た
人
ほ
ど
決
し
て
鼻
を
高
く

し
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
。

　
い
ま
竹
田
市
で
活
躍
す
る
竹
工
芸
作
家
の
中
臣

一
さ
ん
や
藍
染
の
辻
岡
快
さ
ん
、
行
動
展
で
大
賞

を
取
っ
て
活
躍
す
る
森
貴
也
さ
ん
、
ガ
ラ
ス
工
芸

作
家
の
井
上
愛
仁
さ
ん
ら
も
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
技
術

力
だ
け
で
は
到
達
で
き
な
い
世
界
を
築
き
上
げ
て

お
ら
れ
る
。

　
竹
田
市
の
文
化
行
政
が
目
に
見
え
な
い
人
間
磁

場
を
創
造
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
こ
の
エ
ッ
セ

イ
『
有
由
有
縁
』
の
テ
ー
マ
そ
の
も
の
が
生
み
出

未
来
に
花
開
か
せ
る
舞
台
が
つ
い
に
始
ま
っ
た

し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
と
思

う
。
つ
ま
り
、
一
人
の
作
家
と
の
出
会
い
が
さ
ら

に
新
し
い
作
家
と
の
縁
を
結
び
、
そ
し
て
嬉
し
い

の
は
、
そ
の
縁
あ
る
人
々
と
多
く
の
市
民
が
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
子
ど
も
た
ち

や
若
者
に
感
動
の
場
面
が
た
く
さ
ん
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
。
新
聞
や
雑
誌
、
そ
し
て
テ
レ

ビ
で
竹
田
市
の
歴
史
文
化
が
紹
介
さ
れ
る
た
び
に

誇
り
を
感
じ
る
市
民
は
多
い
と
思
う
。

　
竹
田
市
が
紹
介
さ
れ
る
回
数
が
増
え
る
と
、
何

と
か
映
画
の
世
界
に
結
び
付
け
た
い
も
の
だ
と
喜

ば
せ
て
く
れ
る
人
も
少
な
く
な
い
。
た
し
か
に
、

日
常
的
に
頻
繁
に
竹
田
市
の
名
前
や
岡
城
の
凄
さ

が
紹
介
さ
れ
れ
ば
、
世
界
遺
産
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
に
ち
が
い
な
い
と
確
信
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
忘
れ
な
い
う
ち
に
。
赤
神
諒
先
生
の
は
ぐ
れ
鴉

の
連
載
は
、
お
ま
け
が
付
い
て
い
る
。

　
挿
絵
は
竹
田
市
長
湯
出
身
の
画
家
で
あ
る
高
松

義
昭
さ
ん
が
担
当
。
題
字
は
竹
田
高
校
の
書
道
部

の
メ
ン
バ
ー
９
人
が
９
連
載
の
一
つ
ず
つ
を
担
当

し
て
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
人

生
の
大
き
な
財
産
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
・
・
・
・
。

←赤神諒先生の新作「はぐれ

鴉」の連載が始まった「小

説すばる」の４月号

広報たけた  令和２年４月号 30



真摯に対応していきます ほか

家族無料観覧券

キ リ ト リ セ ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

問 竹田市歴史文化館・由学館

　☎・FAX  0974-63-2200

有効期間 令和２年４月20日㈪

　　～５月６日㈬

真摯に対応していきます

　
竹
田
市
視
覚
障
害
者
相
互
援
助

協
会
（
下
田
一
男
会
長
）
か
ら
の
要

望
書
の
提
出
を
受
け
、
３
月
18

日
、

市
は
協
会
に
対
し
、
次
の
と
お
り
回

答
し
ま
し
た
。

【
要
望
】
同
行
援
護
を
受
け
ら
れ
る

事
業
所
を
設
立
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
事
業
主
体
の
竹
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
来
年
度
開
催
予

定
の
同
行
援
護
従
事
者
養
成
研
修
の

受
講
を
実
施
し
、
事
業
所
要
件
に
必

要
な
職
員
の
資
格
習
得
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
県
へ
の
手
続
き
を
進
め

る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
の

事
業
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

【
要
望
】Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
の
列
車

と
バ
ス
の
時
刻
を
接
続
す
る
よ
う
、

ま
た
バ
ス
の
回
数
等
の
再
検
討
を
交

渉
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
４
月
１
日
の
改
正
で
長
湯

↓
竹
田
間
は
平
日
２
便
追
加
し
て
い

↑竹田市視覚障害者相互援助協会の皆さんからの要望

に、真摯に取り組みを進めていきます

ま
す
。
今
後
も
可
能
な
範
囲
で
調

整
・
交
渉
し
て
い
き
ま
す
。

【
要
望
】
タ
ク
シ
ー
券
を
発
行
し
て

ほ
し
い
。

【
回
答
】
対
象
と
す
る
障
が
い
の
種

別
や
等
級
、
限
度
額
や
発
行
の
方

法
な
ど
他
市
町
村
の
内
容
を
調
査

し
、
導
入
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討

し
ま
す
。

【
要
望
】
災
害
時
に
障
が
い
者
専
用

の
避
難
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
専
任

の
担
当
者
を
置
い
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
指
定
避
難
所
や
福
祉
避
難

所
と
な
っ
て
い
る
施
設
と
協
議
を
重

ね
、
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
支
援
に
つ
い
て
は
避

難
所
に
配
置
さ
れ
た
担
当
職
員
が
行

い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
放
送
番
組
審
議
会

役
立
つ
地
域
情
報
の

提
供
を
使
命
に

平
成
30
年
推
計
結
果
公
表

農
業
産
出
額
、
ト
ッ
プ
を
堅
持

　
竹
田
市
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

施
設
放
送
番
組
審
議
会
（
井
上
隆
会

長
）
で
は
、
３
月
23

日
に
審
議
会
を

開
催
し
、
た
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
番
組
内
容
等
に
対
す
る
意
見
を
次

の
と
お
り
取
り
ま
と
め
、
３
月
27

日
、
首
藤
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

①
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
で
は
あ
る

が
、
多
彩
な
テ
ー
マ
に
よ
り
番
組
を

制
作
し
て
い
る
。

②
今
後
は
、
地
域
活
性
化
や
地
域
の

福
祉
事
業
に
取
り
組
む
人
に
焦
点
を

当
て
た
番
組
づ
く
り
を
行
っ
て
ほ
し

↑自治会や商工、農業、教育など各分野を代表する委員に

出席していただき、意見を取りまとめていただきました

い
。

③
竹
田
に
根
付
く
報
道
機
関
の
使
命

と
し
て
、
生
活
に
役
立
つ
地
域
情
報

の
提
供
を
こ
れ
か
ら
も
心
掛
け
て
ほ

し
い
。

　
農
業
産
出
額
は
、
農
家
が
１
年
間

に
生
産
し
た
米
や
野
菜
、
畜
産
な
ど

の
農
作
物
を
全
て
販
売
し
た
と
き
の

総
販
売
額
で
す
。

　
最
新
と
な
る
平
成
30

年
の
農
業
産

出
額
が
公
表
さ
れ
、
竹
田
市
は
２
２

１
億
８
千
万
円
（
前
年
比
２
・
６
％

減
）
で
、
県
内
で
は
２
位
の
日
田
市

に
約
97
億
円
の
差
を
つ
け
、
依
然
と

し
て
ト
ッ
プ
を
キ
ー
プ
し
て
い
ま

す
。

施
策
を
展
開
し
な
が
ら
、
竹
田
市
の

産
業
と
し
て
の
農
業
の
維
持
・
拡
大

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
品
目
別
で
は
、
野
菜
が
最
も
多
く

78
億
９
千
万
円
（
前
年
比
２
・
９
％

減
）、
続
い
て
肉
用
牛
が
37
億
円
（
同

２
・
２
％
増
）、
豚
が
35
億
円
（
同

11
・
８
％
減
）、
米
が
25
億
５
千
万

円
（
同
２
％
増
）、
鶏
が
24
億
１
千
万

円
（
同
３
・
４
％
増
）
と
続
き
ま
す
。

　
野
菜
、
肉
用
牛
、
豚
、
鶏
、
花
き

は
県
内
で
１
位
の
産
出
額
と
な
っ
て

お
り
、
市
で
は
今
後
も
、
農
家
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
等
に
対
応
す
る

0

50

100

150

200

250

300

（億円）

平成30年平成29年平成28年平成18年

181.4

239.0
227.8 221.8

竹田市の農業産出額の推移
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第181回 郷土の植物
（372）

　
低
地
か
ら
丘
陵
地
の
岩
上
や
樹

上
に
多
数
の
根
を
出
し
て
生
育
す

る
着
生
植
物
で
常
緑
多
年
草
で

す
。
か
た
い
茎
は
下
部
が
太
く

な
っ
て
い
て
数
十
本
が
半
円
形
状

に
束
生
し
ま
す
。
茎
に
は
多
く
の

節
が
あ
り
、
縦
す
じ
が
あ
っ
て
節

間
は
や
や
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
柄
の
な
い
互
生
の
葉
は
茎
の
先

端
部
に
つ
き
、
全
縁
（
ふ
ち
に
ぎ

ざ
ぎ
ざ
が
な
い
）
で
基
部
が
幅
広

い
披
針
形
で
光
沢
が
あ
り
ま
す
。

葉
の
中
心
の
１
本
の
主
脈
が
目
立

ち
ま
す
。
長
さ
は
７
㌢
、
幅
が
１
・

２
㌢
ほ
ど
で
す
。

　
初
夏
の
頃
、
茎
頂
に
ラ
ン
特
有

の
が
く
片
が
３
個
、
側
花
弁
が
２

個
、
下
部
の
唇
弁
が
１
個
の
白
色

か
ら
淡
紅
色
の
径
３
㌢
ほ
ど
の
芳

香
の
あ
る
花
を
１
〜
２
個
咲
か
せ

ま
す
。
花
の
あ
と
、
長
さ
２
・
５

㌢
ほ
ど
の
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
状
の

両
錘
形
の
３
裂
す
る
さ
く
果
を
つ

け
ま
す
。
種
子
は
濃
い
黄
色
の
粉

末
で
す
。

　
和
名
の
由
来
は
、
こ
の
植
物
を

薬
に
用
い
た
と
い
わ
れ
、
漢
名
の

石
斛
の
音
読
み
で
セ
キ
コ
ク
が
つ

ま
っ
た
も
の
で
石
斛
の
名
が
あ
り

ま
す
。

　
竹
田
で
は
主
に
祖
母
山
系
の
岩

場
や
巨
樹
の
幹
に
着
生
し
て
い
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も
の
が
稀
に
観
察
さ
れ
ま
す
。
よ

く
盆
栽
好
き
な
人
の
標
的
に
な
り

盗
採
さ
れ
ま
す
。
大
分
県
の
絶
滅

危
惧
種
。
花
期
は
５
月
で
す
。

↑資料を基に、天守閣が残る岡城のモノ
クロ写真をカラー化した衛藤さん

岡
城
天
守
閣
が
蘇
る

　竹
田
市
玉
来
の
写
真
店
「
プ
リ
ン

ト
ハ
ウ
ス
」
の
カ
メ
ラ
マ
ン
、
衛
藤

克
樹
さ
ん
（
42

歳
）
が
、
明
治
初
期

に
撮
影
さ
れ
た
天
守
閣
が
残
る
モ
ノ

ク
ロ
の
岡
城
の
全
景
写
真
を
カ
ラ
ー

化
し
ま
し
た
。
昨
春
か
ら
仕
事
の
合

間
を
縫
い
、
建
物
な
ど
の
細
か
い

パ
ー
ツ
一
つ
一
つ
に
色
を
の
せ
て

い
っ
た
衛
藤
さ
ん
。
完
成
し
た
と
き

は
「
岡
城

が
蘇
っ
た

気

が

し

た
」
と
話

し
ま
す
。

写
真
は
同

店
舗
に
飾

ら
れ
て
い

ま
す
。
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策定にあたって

第２期　人口ビジョン

　竹田市では、全国的に進められている「地方創生」の流れに先行し、以前から過疎対策や積極

的な若者の定住促進、新規就農者支援などに継続的に取り組んできました。また平成27年度から

は、「人口減少への対策」と「地域経済の維持・活性化」を目指す指針となる「竹田市地方創生

TOP総合戦略」（５ヵ年計画）に沿って、様々な施策を展開してきました。

　しかしながら「人口減少」という課題に対し政策効果が表れるには長期間の時間を要し、施策

の効果は人口減少を緩やかにすることができても簡単には止められません。

　本市では、下降トレンドの人口減少社会にあっても市民一人ひとりが「地域の誇り」を持ち、

将来にわたって持続可能な地域社会の実現を目指した「第２期竹田市地方創生TOP総合戦略」（令

和２年度を初年度とする５ヵ年計画）を策定しました。

　地方創生の本来の目的達成に向けて、行政が強い危機感と責任感を持ち、司令塔となって多様

な主体と連携・協働しながら地方創生を推進していきます。

　合計特殊出生率…………令和12年2.1の実現

　転出超過抑制人数………年間平均20人

　25年後の令和27年の本市の人口は、人口減少対策を何もしない状況よりも、1,000人以上多く

なることを目指します。

　また、若者の市外への転出を抑え移住者を増やすことで、将来の年少人口（15歳未満）や生産

年齢人口（15～ 64歳）の人口減少を抑えていきます。

竹田市は、令和27（2045）年の目標人口を12,600人と設定します。

※社人研推計：国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口」に準じた推計

　目標人口：竹田市が将来展望で描いた独自推計の目標

25,000

（人）

22,332

11,519

約12,600

20,000

15,000

10,000

5,000

平成27年

社人研推計

目標人口

令和２年 令和７年 令和12年

竹田市の将来目標人口の推計

令和17年 令和22年 令和27年
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基本目標Ⅰ　くらし・まち 基本目標Ⅱ　しごと

●現在の地域拠点（旧小学校区）の維持を目指す

　令和６年度に地域拠点数（旧小学校区）19箇所

１. 竹田市版コンパクトシティの推進

　・各地域ならではのコンパクトシティの構築

　・城下町の情感を活かした中心市街地の活性化

２. 共助の仕組みづくりの伴走型支援
による持続可能な地域社会の形成

　・集落機能維持の仕組みの再構築

　・地域の歴史・文化、自然環境や景観などの

「地域資源」の保全活動の支援による地域

力の向上

　・地域防災機能の強化

３. 地域交通網の維持と効率的な運用

　・広域交通ネットワークの推進

　・地域公共交通網の再編

４. 情報通信網の維持・確保と効率
的・積極的な運用

　・「くらしの情報化」の推進

　・情報通信インフラに関する研究

５. 持続可能な環境保全

　・強靭かつ環境に優しい循環型社会の構築

　・環境に負荷をかけない地域づくり

６. 公共施設のストックマネジメント

　・公共施設等の施設総量の適正化・長寿命化

　・公共施設等の有効活用

１. 農林畜産分野、観光分野を成長産
業と位置づけ、集中的に育成・誘
致・効率化を図る

　・農業後継者の育成と環境改善

　・企業との連携

　・農商工連携による販路拡大・ブランド化の

推進

　・地域ごとのニーズを捉えた多様なツーリズ

ムによる交流機会の創出

　・インバウンド（海外誘客）への対応

　・湯治文化を活かした保養温泉地づくりとヘ

ルスケア産業の創出

２. 若者や女性にとって魅力的な仕
事・ライフスタイルの実現、柔軟な
働き方の実現による多様な雇用機
会とのマッチング

　・女性にとって魅力的なしごと創出と女性の

活躍推進

　・女性就農者の確保対策

　・若者から高齢者まで、多様な就労ニーズと

雇用機会とのマッチング

３. 生産性向上のための未来技術・域
外の活力導入

　・農林畜産分野での未来技術の活用

　・農林畜産業を支える域外の活力導入

　・介護職場の生産性向上の支援

　・中小企業の生産性向上のための設備投資支援

４. 新たな価値を創造する人材のス
タートアップを支援、地域内の産
業の多角化

　・クリエイティブな発想を活かした起業・創

業の推進と「創造的人材」の集積

　・市内産業の多角化

　・商工業の活性化と空き店舗対策

●第一次産業従事者の付加価値額増を目指す

　第一次産業　従事者１人あたりの付加価値額312

万円

●サテライトオフィス等を含む企業誘致の実現

　令和６年度目標　５社（５年間累計）

安心して暮らすことができる

地域社会を実現する

働き方イノベーションを通じて、

稼ぐ仕事をつくり、域内の仕事を支える

2020年４月発行2
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基本目標Ⅲ　思い・つながり 基本目標Ⅳ　ひと

●移住施策を活用した移住者数を、５年間で100

世帯を目指す

●Uターンで転入した人の人数を、５年間で50人

を目指す

１. 移住の推進、住環境整備をはじめ
とする定住促進

　・移住を促進させる支援体制の充実

　・定住促進のための住環境整備

２. 小・中・高等学校の各課程における
郷土教育、高等学校の魅力化・機
能強化

　・竹田郷土学の推進により、豊かな心・地域

を愛する心を育む取り組み

　・竹田市教育のまちTOP運動の推進と実践

　・子どもたちの学びを支える教育環境の整

備・充実

　・地域の将来を支える人材育成のための魅

力・特色ある高校づくり

３. ふるさと納税をはじめとする関係
人口創出に向けた取り組みとファ
ンマーケティング

　・竹田ならではの魅力的なコンテンツづくり

　・様々な媒体による情報発信の強化

　・様々な分野、地域のひとのつながりによる

関係人口の創出

１. 結婚から子育てまで切れ目ない細
かい支援

　・結婚活動の支援

　・保育サービスの充実

　・地域ぐるみで子育て一番宣言

　・安心して子育て（妊娠・出産）できる環境

づくり

２. 誰もが安心して暮らせる地域医療
体制の確立

　・地域医療体制の整備・充実

　　　　地域医療体制の充実支援

　　　　救急医療体制の強化

３. 健康一直線～市民総参加で健康寿
命を延ばすまちづくり～

　・健康づくり組織の育成と支援

　・健康増進と予防活動の充実

　・高齢者の保健事業と介護予防の連携

　・スポーツ・レクリエーション活動の充実

４. 我が事・丸ごと地域共生社会の推進

　・元気な高齢者の活躍の場づくり

　・誰もが自立した生活を継続できる地域づくり

　・暮らしのサポートセンター事業の推進

●若い世代の結婚・子育ての希望の実現

　合計特殊出生率　令和６年度に1.8を目指す

●健康寿命で大分県一を目指す

●小さな拠点を全ての校区（19箇所）に設置

「ここで暮らしたい」という願いを叶え、

次世代につなげていく

あらゆるライフステージで健やかな

毎日を過ごせるようにする
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竹田市における地方創生に向けた基本的な視点

　人口規模が小さくても豊かに暮らし続けられる地域を維持してい

くための仕組みづくりを強力に推進し、暮らしの質の向上を図ると

ともに、市民一人ひとりが「自らが暮らすまち、地域をつくってい

る」と感じられるようなシビックプライドを醸成していきます。

人口規模が小さくても豊かに

暮らしていける社会をつくる

視点１

　小規模な人口で地域社会を維持していくためには、地域内の“人・もの・金”といった財に限

りがあり、これまでどおりの潤沢な資源は望めないことを認識しなければなりません。

　新たな組織や事業の立ち上げ時だけでなく、行政部署や制度ごとに地域内に分散している既存

の事業や役割の整理・集約・多機能化を進め、効率的な運営を検討します。

域内の財産には限りがあることを意識し、整理、集約、

多機能化を進める

　竹田市の過疎化・高齢化は全国でもトップスピードで進行しています。しかし、裏を返せば「日

本の未来の10年先20年先をいく自治体である」という特性は、国全体で人口減少が進む日本とい

うマーケットにおいて大きな強みです。本市の課題解決だけでなく、他の地域の課題解決にも寄

与できるテスト市場として責任と使命を持って取り組むことで、資金調達をはじめとした域外の

力を味方につけていくことが可能です。

　あらゆる地域課題解決に際し、域内の力に留まらず域外とのつながりを意識し、その活力を追

い風にしていく視点が重要です。域内経済の活性化に向け、域外から稼ぐポテンシャルを持つ地

域資源を最大限に生かし、本市の強みである農林畜産分野や観光分野の成長産業化を進めます。

市場特性や地域資源を最大限生かし、域外の力を味方に

つけ、域外から稼ぐ

　第２期総合戦略の策定においては、国の示す自立性・将来性・地域性・総合性・結果重視の政

策５原則をふまえ、人口減少に対応した課題解決型の地方創生施策となるよう政策を展開します。

自立性・将来性・地域性・総合性・結果重視の政策

５原則、とりわけ「結果重視」を意識した政策展開

視点２

視点３

視点４
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